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あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

平平成２６年度朝来市の予平成２６年度朝来市の予算算………………２２

市政フラッシ市政フラッシュュ…………………………………………６６

我がまち朝来再発我がまち朝来再発見見………………………………８８

まちのわだまちのわだいい………………………１…………………１００

情報掲示板………………………１情報掲示板………………………１２２

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー

／新あさご百景／新あさご百景…………２８２８

竹竹
田
城

竹
田
城
跡跡

補
修
資
材
を
ヘ
リ
で
搬

補
修
資
材
を
ヘ
リ
で
搬
入入

３３
月

日

山
城
の

月

日

山
城
の
郷郷

１１１１
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平
成

年
度
の
予
算
決
ま
る

２６

平
成

年
度
の
朝
来
市
の
予
算
案
が
、３
月

日
の
第
４
回
朝
来

２６

２８

市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は
、約
２
２
９
億
円
。新
庁
舎
や
学
校

給
食
共
同
調
理
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
本
格
化
す
る
こ
と

か
ら
平
成

年
度
を
約
９
億
円
上
回
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

２５

市
で
は
、こ
の
予
算
を
も
と
に
、新
年
度
か
ら
実
施
す
る
第
２
次
朝

来
市
総
合
計
画
に
基
づ
き「
あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」の
実
現

へ
む
け
各
種
の
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
月
の
広
報
は
、
多
次
市
長
の
平
成

年
度
の
施
政
方
針
と
、平
成

２６

年
度
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２６

私
は
、「
対
話
を
基
調
と
す
る
心
優
し
い

温
も
り
の
市
政
」を
理
念
に
掲
げ
、昨
年
４

月
の
選
挙
に
お
い
て
無
投
票
に
よ
っ
て
第
二

期
目
と
な
り
ま
す
市
長
の
職
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。改
め
て
そ
の
栄

を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、以
前
に
も
ま
し
て

「
理
念
の
実
現
」、市
民
の
皆
様
の
声
な
き
声

を
意
識
し
な
が
ら
、「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

の
精
神
で
職
務
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、昨
年
の
国
内
情
勢
を
振
り
返
り

ま
す
と
、国
内
経
済
は
長
か
っ
た
景
気
低
迷

の
中
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
り
始
め
た
感

が
あ
り
ま
す
。し
か
し
一
方
で
、高
齢
社
会

の
到
来
に
よ
る
福
祉
・
医
療
費
の
増
加
、経

済
活
性
化
や
地
域
支
援
、消
費
拡
大
の
た

め
の
数
々
の
施
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
長
期
債

務
の
累
積
は
１
千
兆
円
を
超
過
す
る
状
況

に
も
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、昨
年
か
ら
協
議
が
進
む
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
交
渉
に
よ
る
農
業
分
野
へ
の
影
響
に
加
え
、

農
業
政
策
の
大
幅
な
変
更
、さ
ら
に
は
、少

子
高
齢
社
会
の
中
で
の
医
療
保
険
、介
護
保

■
問
い
合
わ
せ
先

財
務
課

☎
６
７
２－

６
１
１
７

施
政
方
針
（
抜
粋
）

険
制
度
等
に
お
け
る
受
益
と
負
担
、教
育

委
員
会
制
度
を
め
ぐ
る
教
育
改
革
な
ど
、

本
年
度
は
、日
本
の
諸
制
度
に
お
け
る
大

幅
な
変
革
の
年
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
社
会
経
済
情
勢
と
あ
わ
せ
、

気
に
な
る
の
が
昨
今
の
自
然
環
境
の
変
化

で
あ
り
ま
す
。昨
年
相
次
い
で
襲
来
し
た
台

風
や
国
内
で
は
あ
ま
り
例
の
な
か
っ
た
竜

巻
に
つ
い
て
も
年
々
多
発
・
巨
大
化
し
、全

国
各
地
で
大
き
な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
お

り
ま
す
。こ
れ
と
と
も
に
地
震
、津
波
、集
中

豪
雨
な
ど
、そ
の
い
ず
れ
も
が
国
民
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
お
び
や
か
す
も
の
で
あ
り

自
然
環
境
の
変
化
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、急
激
に
進
行

す
る
少
子
高
齢
、人
口
減
少
の
中
に
あ
っ
て

「
持
続
可
能
で
、元
気
な
朝
来
市
を
構
築
す

る
た
め
に
い
か
な
る
施
策
を
展
開
す
べ
き

か
」に
つ
い
て
は
、第
２
次
朝
来
市
総
合
計

画
に
お
け
る
人
口
政
策
と
こ
れ
に
伴
う
重

点
プ
ラ
ン
、そ
し
て
そ
こ
に
表
し
た
数
々
の

施
策
の
確
実
な
実
施
と
と
も
に
、一
つ
ひ
と

つ
の
施
策
に
つ
い
て
そ
の
投
資
と
効
果
を
的

確
に
見
極
め
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
が
、一
番

重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
う

い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、第
２
次
総
合
計
画

の
初
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、本
市
に
と
っ

て
将
来
に
向
け
た
礎
の
１
年
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、朝
来
市
が
発
足
し
ま
し

て
か
ら

年
、節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。本

１０

市
は
今
、空
前
の
竹
田
城
跡
ブ
ー
ム
を
は

じ
め
、昨
年
末
の
生
野
鉱
山
及
び
鉱
山
町

の
重
要
文
化
的
景
観
の
地
域
指
定
の
国
へ
の

答
申
、口
銀
谷
及
び
奥
銀
谷
地
域
の
景
観

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、そ
し
て
低
迷
し
て
い

た
企
業
活
動
も
回
復
傾
向
が
感
じ
ら
れ
る

等
、大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
将

来
に
い
か
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、創
意
と
工

夫
を
発
揮
し
な
が
ら
総
合
計
画
に
お
け
る

「
創
造
」、「
絆
力
」
、「
自
律
」の
３
つ
の
理
念

を
基
に
、将
来
像
に
掲
げ
る「
あ
な
た
が
好

き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」
づ
く
り
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」の
実
現
へ
む
け
て

予算総額 ３３３億４，０８３万円

一般会計 ２２９億２，０００万円

特別会計 ９２億６，２５０万円

企業会計 １１億５，８３３万円
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一
般
会
計
は
、高
齢
者
や
児
童
の
福
祉
の
充
実
、小
・
中
学
校
や
生
涯
学
習
の
振
興
、道
路

の
維
持
・
整
備
、ご
み
処
理
、農
林
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
市
の
主
な
仕
事
に
使
わ
れ
る

会
計
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
当
初
予
算
は
２
２
９
億
２
千
万
円
で
、子
育
て
支
援
の
拡
充
、地
域
産
業

２６

振
興
の
取
り
組
み
、安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
中
心
に
、地
域
経
済
に
配
慮
し
た
積

極
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

平成２６年度予算の概要

一般会計

予
算
の
概
要
（
一
般
会
計
）

◎
歳
入

市
税
は
、復
興
特
別
住
民
税
の
創
設
に

よ
っ
て
市
民
税
個
人
均
等
割
が
増
額
と
な
る

も
の
の
、固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産

税
が
減
少
と
な
る
こ
と
か
ら
、前
年
度
に
比

べ
微
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、地
方
財
政
計
画
と
昨

年
度
の
交
付
額
、市
の
特
殊
要
因
等
に
基
づ

き
算
定
し
、前
年
度
に
比
べ
３
億
円
（
４
・
３

％
）の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
債
は
、庁
舎
整
備
事
業
の
本
格
化
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
の
実
施
に
伴
い
、前
年
度
に
比
べ

７
億
９
千
５
５
０
万
円（

・
６
％
）の
増

２１

加
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
出

人
件
費
は
、職
員
適
正
化
計
画
を
上
回

る
職
員
数
の
減
等
に
よ
っ
て
、前
年
度
に
比
べ

１
億
６
千
３
０
万
円（
５
・
３
％
）の
減
少
、

公
債
費
は
、長
期
債
の
一
部
繰
上
償
還
を

実
施
し
た
こ
と
か
ら
、前
年
度
に
比
べ
４
億

６
千
９
４
万
円（

・
０
％
）の
減
少
と
な

１３

り
ま
し
た
。

一
方
、扶
助
費
は
、こ
ど
も
医
療
費
助
成
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
金
等
の
増
に
よ
っ

て
、前
年
度
に
比
べ
５
千
４
２
８
万
円（
２
・

４
％
）の
増
加
、公
共
投
資（
普
通
建
設
事

業
）は
、
庁
舎
整
備
事
業
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

伝
送
路
光
ケ
ー
ブ
ル
化
事
業
、給
食
共
同

調
理
施
設
整
備
事
業
、保
健
セ
ン
タ
ー
等

整
備
事
業
、和
田
山
中
学
校
改
築
事
業
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
、前
年
度
に
比
べ

億
１４

４
７
６
万
円（

・
０
％
）の
大
幅
な
増
加

３３

と
な
り
ま
し
た
。

一般会計

歳
入

歳
出

公債費…市が借り入れた借金の元利償還金 扶助費…生活困窮者、高齢者、児童、心身障害者等に対して行っている様々な支援に要する経費

物件費…賃金、燃料費、光熱水費、通信運搬費、備品購入費、委託料など 補助費等…報償費、助成金や一部事務組合への負担金など

市市市税税
４４２２億億２２，，０４０４５５万万円（１円（１８８．４．４％）％）

自主財源（３自主財源（３１１．３．３％）％） 依依存財源（６依存財源（６８８．７．７％）％）

歳入

繰繰入繰入金金、、繰越繰越金金
７７億億８,６２８,６２６６万万円（３円（３．４．４％）％）

分担金及び負担金分担金及び負担金、、
使用料及び手数使用料及び手数料料
１１００億億４,２５４,２５８８万万円（４円（４．５．５％）％）

そのその他他
１１１１億億４,８６４,８６９９万万円（５円（５．０．０％）％）

そのその他他
６６億億４,４５４,４５６６万万円（２円（２．９．９％）％）

県支出県支出金金
１１５５億億６８６８６６万万円（円（６６．６．６％）％）

国庫支出国庫支出金金
１１７７億億４４，６３，６３６６万万円（７円（７．６．６％）％）

市市債債
４４４４億億７７，３，３２２００万万円（１円（１９９．５．５％）％）

地方交付地方交付税税
７７３３億億５５，，００００００万万円（３円（３２２．１．１％）％）

歳出

公債公債費費
３３００億億７,７,８８４０４０万万円（１円（１３３．４．４％）％）

人件人件費費
２２８８億億４,６６４,６６８８万万円（１２円（１２．４．４％）％）

扶助扶助費費
２２３３億億３３,,０３０３７７万万円（１円（１００．２．２％）％）

普通普通建建設事業・災害設事業・災害復復旧旧
５５６６億億５５，６９，６９２２万万円（２円（２４４．７．７％）％）

積立金、投資・出資金積立金、投資・出資金、、
貸付金、予備貸付金、予備費費
５５億億７７，１０，１０３３万万円（２円（２．５．５％）％）

繰出繰出金金
２２１１億億５,９４５,９４４４万万円（９円（９．４．４％）％）

補助費補助費等等
２２７７億億２２，２１，２１５５万万円（１円（１１１．９．９％）％）

維持補修維持補修費費
６６，４６５，４６５万万円（０円（０．３．３％）％）

物件物件費費
３３４４億億９９，０３，０３６６万万円（１円（１５５．２．２％）％）

義務的経費（３義務的経費（３６６．．０％）０％） 投投資的経費（２投資的経費（２４４．７．７％）％） そその他経費（３その他経費（３９９．３．３％）％）

※市民１人当たりは、１月末現在の人口３２，７２７人で算出しています。

3

福祉の充実 １５２，６４９円

行政の運営 １４８，２１６円

借金返済 ９４，０６３円

教育文化スポーツ ９１，３９７円

医療・ごみ処理 ７２，９４６円

道路・都市計画 ６８，３７６円

農林業の振興 ２８，４９７円

商工観光の振興 ２２，０６２円

消防 ２０，７７８円

その他 １，３５０円

支出 ７００，３３４円
市民一人当たり
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Ⅰ 好きなまちで働く⇒社会増の促進

Ⅱ 好きなまちでエコライフ⇒社会減の抑制

Ⅲ 好きなまちで子育て⇒ 自然増の促進

①ヤマビル防除対策事業……………………………４４５万円

②カーボン・オフセット事業…………………………９１万円

③木質バイオマス活用推進計画策定事業…………１００万円

④ハザードマップ作成事業…………………………１,０８０万円

⑤ため池改修整備事業………………………………６２０万円

⑥消火設備等整備事業………………………………３,６００万円

⑦消費者生活相談事業………………………………３３２万円

⑧路線バス確保対策事業……………………………３,８９３万円

⑨公共施設防犯灯ＬＥＤ化事業…………………１,０００万円

⑩環境基本計画策定（更新）事業……………………４２７万円

⑪地区公民館耐震調査事業…………………………４８６万円

⑫体育施設耐震調査事業……………………………１,２５６万円

⑬美術館企画展事業…………………………………９７０万円

⑭人権啓発、教育事業…………………………………４７１万円

⑮道路橋梁新設改良事業……………………４億１,４９０万円

⑯文化財調査・啓発事業………………………………４３６万円

⑰文化財保存整備計画策定事業……………………２００万円

⑱文化財維持管理事業……………………………５,０１２万円

①シティプロモーション推進事業…………………３５２万円

②信用保証料補助事業…………………………………９０万円

③経済成長戦略関連事業……………………………６,３７８万円

④夢但馬2014オープニングイベント事業…………４００万円

⑤観光交流キャンペーン事業………………………１,２９９万円

⑥Ｗｉ－Fｉスポット構築事業……………………４９７万円

⑦竹田城跡維持管理事業……………………………７,３０９万円

⑧たけだ城下町交流館運営管理事業………………８８０万円

⑨竹田城活用まちづくりプログラム事業…………１,０００万円

⑩定住促進事業………………………………………２,７６４万円

⑪市営住宅改修事業…………………………………２,４２２万円

⑫鉱山町の観光ビジネス構築モデル事業…………５６０万円

⑬庁舎整備事業………………………………１３億１,７６４万円

⑭街なみ環境整備事業（生野地区）…………………３,６７０万円

⑮観光交流キャンペーン事業………………………１,２９９万円

⑯新市街地形成推進事業………………………３億４８４０万円

⑰国際交流協会支援事業……………………………１,６３２万円

⑱有害鳥獣対策事業………………………………５，８４８万円

⑲特産物振興事業…………………………………１,９０２万円

⑳地域農業水利施設ストックマネジメント事業…３,５１０万円

①養育支援訪問事業………………………………………………５,０１２万円

②次世代育成行動計画・子ども子育て支援計画策定事業………３３８万円

③幼保一元化施設整備事業……………………………………１億８２１万円

④糸井小学校校舎大規模改造事業…………………………………７８２万円

⑤竹田小学校屋内運動場大規模改造事業…………………２億４,０６０万円

⑥和田山中学校校舎改築事業…………………………………５億７４９万円

⑦学校給食共同調理施設整備事業…………………………６億８,１４２万円

⑧出会いサポート事業………………………………………………１２０万円

⑨特色ある学校づくり事業…………………………………………１８０万円 和田山中学校

平成２６年度

予算の特徴
今年度予算の主な事業と

その予算額を紹介します

第２次総合計画「あなたが好きなまち・朝来市」を

実現するための、“人口政策による地域力の向上”に

むけたテーマに沿って事業を実施していきます。
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■会計別内訳

２２９億２,０００万円一般会計

１０４億２,０８３万円特別会計 等

１９０万円住宅資金貸付事業

３７億３,８１０万円国民健康保険

２,９３０万円簡易水道事業

１,１４０万円と畜場

１,５８０万円宅地開発事業

１,１５０万円休日診療所

１４億２,６５０万円下水道事業

３５億６,０４０万円介護保険

４億６,１００万円後期高齢者医療

６６０万円財産区

１１億５,３１２万円（企）水道事業

５２１万円（企）工業用水道事業

３３３億４,０８３万円合 計

■市債現在高の状況

２８４億２,３３３万円平成２５年度末残高見込額

４４億７,３２０万円平成２６年度市債発行予定額

２６億９,８７９万円平成２６年度元金償還見込額

３０１億９,７７４万円平成２６年度末残高見込額

９２万２,７１６円市民１人当たり

※一般会計

■基金の状況

２７億６,０１５万円財政調整基金

３億８,１２０万円減債基金

４４億５,９０３万円その他特定目的基金

７６億３８万円合計

２３万２,２３６円市民１人当たり

※一般会計・平成２６年度末見込み

Ⅳ 好きなまちで生涯現役⇒自然減の抑制

Ⅴ 実現の方策

①健康づくりポイント事業…………………………………………２３７万円

②予防接種事業…………………………………………………１億７１１万円

③（仮称）朝来医療センターの建設支援と保健センター等整備事業……６億３９９万円

④高齢者活力創造センター運営事業………………………………３６７万円

⑤公用封筒への点字刻印事業………………………………………１１６万円

⑤障害者（児）地域生活支援事業……………………………………３５１万円

⑥障害福祉計画策定事業……………………………………………２２２万円

⑦地域医療対策推進事業…………………………………………１,５０６万円

⑧医師就学資金貸付事業……………………………………………７５０万円

⑨但馬こうのとり周産期医療センター整備事業………………３,６８９万円

⑩ケーブルテレビ伝送路光ケーブル化事業…………………５億４５万円

①地域協働推進事業………………………………………………３，７３７万円

②森はな文学普及事業………………………………………………３３８万円

③庁舎内情報ネットワーク管理事業……………………………１，３５６万円

④鉱石の道神子畑フェス事業………………………………………２００万円

⑤公共施設再配置検討事業…………………………………………３５０万円

⑥職員研修事業………………………………………………………５４５万円

※市民１人当たりは、１月末現在の人口３２，７２７人で算出しています。

平成２６年度予算の概要

光ケーブル化事業

神子畑選鉱場跡



３
月

日
、竹
田
城
跡
で
は
観
光

２０

シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
る
山
開
き
を

迎
え
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
城
跡
内
に
、北
か
ら

南
へ
抜
け
る
一
方
通
行
の
見
学
ル
ー
ト

を
設
定
し
た
ほ
か
、昨
年

月
か
ら
中

１０

腹
駐
車
場
付
近
の
登
山
道
入
り
口
に

仮
設
し
て
い
た
料
金
所
を
、ト
イ
レ
と
と

も
に
大
手
門
跡
付
近
に
新
築
し
、よ
り

快
適
に
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。渋
滞
な
ど
の
混
雑
が
多
く

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、今
シ
ー
ズ
ン
か
ら

は
中
腹
駐
車
場
へ
の
一
般
車
両
の
乗
り

入
れ
を
禁
止
し
、公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
か
徒
歩
に
よ
る
入
城

に
制
限
し
て
い
ま
す
。ま
た
、長
ら
く
通

行
止
め
と
し
て
い
た
竹
田
上
町
の
表
米

神
社
か
ら
の
登
山
道
の
工
事
が
完
了
し
、

徒
歩
で
登
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
竹
田
駅
裏
の
登
山
道
は
現

在
も
通
行
止
め
で
す
）

ま
た
、当
日
は
竹
田
城
跡
の
山
開
き

を
記
念
し
、
Ｊ
Ｒ
竹
田
駅
で
駅
舎
の
塗

り
直
し
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、ケ
ヤ
キ

の
一
枚
板
に
多
次
市
長
が
揮
ご
う
し
た

駅
名
板
の
除
幕
式
、竹
田
駅
と
城
跡
と

を
巡
回
す
る「
天
空
バ
ス
」の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

さ
れ
た
車
体
の
披
露
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。な
お
、バ
ス
に
加
え
４
月
下
旬
か

ら
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
も
登
場
す
る
予

定
で
す
。

※
今
シ
ー
ズ
ン
の
竹
田
城
跡
に
つ
い
て
の
最
新

情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ズ
ン
の
竹
田
城
跡
・
山
開
き
を
迎
え
ま
し
た

今今今

市
は
、２
月

日
、旧
和
田
山
町
時

２８

代
か
ら
交
流
を
続
け
て
い
る
長
崎
県

壱
岐
市
と「
歴
史
・
教
育
・
経
済
パ
ー
ト

い

き

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」を
結
び
ま
し
た
。

長
崎
県
壱
岐
市
は
、九
州
の
北
西
部

に
広
が
る
玄
界
灘
の
福
岡
県
福
岡
市
と

長
崎
県
対
馬
市
の
中
間
地
点
に
位
置
し
、

平
成

年
３
月
１
日
に
島
内
４
町
が

１６

合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
約
３
万
人
の

市
で
す
。

壱
岐
市
と
の
交
流
は
、江
戸
時
代
中

期
、元
文
３
年（
１
７
３
８
）に
但
馬
で

起
き
た「
元
文
一
揆
」に
つ
い
て
の
物
語
が

縁
と
し
て
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
一
揆
を
指
揮
し
た
と
し
て
和
田
山

町
野
村
の
庄
屋
・
小
山
弥
兵
衛
が
壱
岐

こ

や

ま

や

へ

え

へ
送
ら
れ
ま
す
。弥
兵
衛
は
、壱
岐
で
は
村

人
た
ち
に
植
林
や
わ
ら
じ
づ
く
り
、子
ど

も
た
ち
に
は
文
字
や
そ
ろ
ば
ん
な
ど
を
教

え
な
が
ら
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、今
で
も
そ

の
墓
が
大
切
に
守
ら
れ
る
な
ど「
義
人
」と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、弥
兵

衛
の
孫
娘
が
弥
兵
衛
に
会
う
た
め
に
尼

僧（
心
諒
尼
）と
な
り
、壱
岐
を
訪
ね
弥

し

ん

り

ょ

う

に

兵
衛
と
の
再
会
を
果
た
し
ま
す
。

弥
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
後
、心
諒
尼
は

壱
岐
か
ら
ク
ス
ノ
キ
の
苗
を
持
ち
帰
り
ま

す
が
、そ
の
う
ち
１
本
が
今
も
岡
田
の
法

宝
寺
に
残
っ
て
お
り
、市
の
文
化
財
と
し

て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
物
語
を
通
じ
、約

年
前

２０

か
ら
、旧
和
田
山
町
と
壱
岐
市
合
併
前
の

旧
芦
辺
町
と
の
間
で
、地
域
の
皆
さ
ん
や

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
中
心
に
、

相
互
訪
問
や
、物
語
を
も
と
に
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、紙
芝
居
制
作
な
ど
、盛
ん
な
交

流
が
行
わ
れ
、そ
の
交
流
が
そ
れ
ぞ
れ
新

市
が
発
足
し
て
か
ら
も
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
こ
近
年
で
は
、毎
年
、「
但
馬
・

食
文
化
ま
つ
り
」「
あ
し
べ
商
工
産
業
ま
つ

り
」へ
の
相
互
出
店
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

壱
岐
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
で

は
、宣
言
書
へ
の
署
名
に
続
き
、壱
岐
市
の

白
川
博
一
市
長
が「
両
市
の
特
性
、魅
力

を
感
じ
あ
え
る
、“
い
き
”の
長
い
交
流
を

続
け
て
い
き
た
い
」、多
次
勝
昭
市
長
が

「
壱
岐
市
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
受
け
、

今
後
さ
ら
に
交
流
の
段
階
を
進
め
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

朝
来
市
が「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

言
」を
結
ぶ
の
は
、平
成

年
９
月
の
大

２４

分
県
竹
田
市
に
続
い
て
２
市
目
。今
後

は
、さ
ら
な
る
発
展
へ
向
け
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

崎
県
壱
岐
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言

長長長

握手する、壱岐市議会町田正一議長、壱岐市白川博一市長、

朝来市多次勝昭市長、朝来市議会能見勇八郎議長（左から）

完成した料金所・トイレ

「天空バス」ラッピングバス リニューアルされた竹田駅

広報朝朝朝来来来 6

市市市政政フラッシフラッシュュ
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市
教
育
委
員
会
は
、３
月

日
、山

１８

東
公
民
館
で
、今
年
度
３
回
目
と
な
る

「
朝
来
市
社
会
教
育
委
員
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

朝
来
市
社
会
教
育
委
員
は

人
で

１４

組
織
さ
れ
、社
会
教
育
に
関
す
る
計
画

の
立
案
や
調
査
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
の
意
見
や
要
望
を
社
会
教
育
行

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、社
会
教
育

の
あ
り
方
や
社
会
教
育
委
員
の
役
割

に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
論
の
な
か
で
は
、家
庭
教
育
の
必

要
性
や
学
校
教
育
と
の
連
携
、特
色
あ

る
公
民
館
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

よりよい社会教育環境のために

動
す
る
社
会
教
育
委
員
を
目
ざ
し
て

行行行 市
は
、３
月

日
、農
業
研
修
セ
ン

１３

タ
ー
で「
わ
く
わ
く
和
田
山
み
ら
い
塾
」

の
閉
塾
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
塾
は
、和
田
山
地
域
に
住
む
人
・

来
る
人
が
、わ
く
わ
く
・
イ
キ
イ
キ
と
で

き
る
よ
う
、和
田
山
地
域
に
あ
る
人
や

も
の
な
ど
の
資
源
を
発
掘
し
、地
域
の
活

性
化
を
目
ざ
そ
う
と
平
成

年
７
月

２３

に
発
足
、約

人
が
３
部
会
で
、
ダ
ン
ス

４０

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
、竹
田
城
跡
の
タ
オ

ル
・
手
ぬ
ぐ
い
、特
産
品
の
バ
ネ
を
使
っ

た
お
み
や
げ
品
の
制
作
、和
田
山
町
の

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ
の
発

行
と
い
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

式
で
は
、多
次
市
長
が「
こ
れ
か
ら
も

み
ら
い
塾
で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、ま

ち
づ
く
り
へ
の
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

く
わ
く
和
田
山
み
ら
い
塾
で
閉
塾
式

わわわ

今後の皆さんの活躍に期待

市
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
た
、竹

田
城
跡
の
補
修
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

今
回
、工
事
を
行
っ
て
い
た
の
は
、城

跡
内
の「
荒
れ
」を
防
ぎ
、立
ち
入
り
禁

止
場
所
を
明
確
に
す
る
た
め
の
保
護

シ
ー
ト
に
よ
る
見
学
ル
ー
ト
の
設
置
と
、

崩
壊
の
危
険
性
が
あ
っ
た
本
丸
下
の
石

垣
の
積
み
直
し
部
分
で
す
。

見
学
ル
ー
ト
の
設
置
で
は
、大
手
門

跡
付
近
か
ら
南
千
畳
に
か
け
７
０
０

㍍

に
わ
た
っ
て
土
の
う
と
保
護
シ
ー
ト

で
幅
約
２
㍍
の
ル
ー
ト
を
設
け
た
ほ
か
、

ゆ
く
っ
り
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
と
、２
か
所
の
滞
留
場
所
を
作
っ
て
い

ま
す
。工
事
は
２
月
下
旬
か
ら
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
、３
月

日
・

日
に
は

１１

１８

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
資
材
搬
入
・
搬

出
も
実
施
し
ま
し
た
。（
表
紙
参
照
）１９

日
に
は
予
定
ど
お
り
工
事
は
完
了
し
、

翌

日
の
シ
ー
ズ
ン
開
始
か
ら
は
、見

２０

学
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、本
丸
下
の
石
垣
の
積
み
直
し

は
、３
月

日
に
工
事
を
終
え
ま
し
た
。

３１

工
事
は
一
つ
ひ
と
つ
の
石
垣
を
手
作
業

で
積
み
直
す
伝
統
的
な
技
法
で
行
わ

れ
、石
垣
を
ば
ら
し
て
内
部
に
詰
め
ら

れ
た
栗
石
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
石
の
間

ぐ
り
い
し

に
詰
ま
っ
た
泥
な
ど
を
き
れ
い
に
し
積

み
直
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
様
子
は
、３
月

８
日
に
見
学
会
と
し
て
公
開
さ
れ
、こ

ち
ら
に
は
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、今
後

も
城
跡
の
補
修
工
事
等
を
進
め
て
行
く

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、３
月

日
に
は
、陸
上
自
衛

１９

隊
姫
路
駐
屯
地
の
隊
員

人
が
ロ
ー

２３

プ
を
使
っ
た
訓
練
と
し
て
、一
部
の
石

垣
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。今
後
、こ
の

結
果
を
も
と
に
竹
田
城
跡
で
の
本
格
的

な
作
業
実
施
へ
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
城
跡
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た

竹竹竹

設置された見学ルート

自衛隊による清掃



今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
、桑
市

地
区
の
古
代
遺
跡
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
律
令
時
代
の
桑
市
郷

今
か
ら
１
千
３
０
０
年
ほ
ど
前
、

奈
良
時
代
や
平
安
時
代
は
律
令
と

呼
ば
れ
る
法
律
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た

時
代
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。こ
の
桑
市

郷
に
も
律
令
時
代
に
該
当
す
る
遺
跡

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
立
脇
廃
寺

西
暦
５
３
８
年
の
仏
教
公
伝
以

降
、地
方
を
統
治
す
る
豪
族
た
ち
の

権
威
の
象
徴
は
、前
方
後
円
墳
か
ら

氏
寺
の
建
立
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

立
脇
区
に
所
在
す
る
大
通
院
の
寺
伝

に
よ
る
と
、同
寺
の
前
身
は
、大
宝
年

中（
７
０
１
～
７
０
４
）に
摂
津
四

天
王
寺
の
僧
が
弟
子
に
命
じ
て
建
立

さ
せ
た
、普
照
山
大
智
院
と
い
う
寺

院
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。と

こ
ろ
で
、大
通
院
境
内
に
は
古
代
寺

院
の
塔
の
基
礎
に
用
い
た
礎
石（
塔
心

礎（
と
う
し
ん
そ
）…
石
の
中
心
に
は

釈
迦
の
骨
を
納
め
る
た
め
の「
仏
舎
利

（
ぶ
っ
し
ゃ
り
）」と
い
う
丸
い
穴
が
中
央

に
開
い
て
い
る
大
石
で
す
）【
朝
来
市

指
定
重
要
文
化
財
…
彫
刻
】が
あ
る

こ
と
に
加
え
、東
隣
の
広
場
か
ら
７
世

市市市政政フラッシフラッシュュ

「「桑市の郷の歴史遺産」「桑市の郷の歴史遺産」
～古代編②～古代編②～～

立脇廃寺出土の軒丸瓦
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南
但
消
防
本
部
は
、３
月

日
、緊

１１

急
消
防
援
助
隊
参
集
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、平
成

年
３
月

日
に

２３

１１

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

派
遣
要
請
が
あ
っ
た
際
に
素
早
い
対

応
が
と
れ
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

訓
練
は
、「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
の
規

模
で
東
南
海
地
震
が
発
生
し
、県
か

ら
緊
急
消
防
援
助
隊
の
出
動
要
請
が

あ
っ
た
」と
の
想
定
で
、電
話
と
電
子

メ
ー
ル
で
非
常
召
集
を
実
施
。朝
来

消
防
署
救
急
隊
３
人
と
養
父
消
防
署

救
助
隊
５
人
の
計
８
人
と
、車
両
２

台
が
、南
但
消
防
本
部
の
屋
外
訓
練

場
に
集
結
し
、発
隊
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

規
模
な
災
害
に
備
え
て
南
但
消
防
本
部
で
消
防
参
集
訓
練

大大大市
と
市
消
防
団
生
野
支
団
・
朝
来

支
団
、南
但
消
防
本
部
は
、３
月

日
、

１６

栃
原
区
と
合
同
で
山
林
火
災
想
定
合

同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、山
火
事
の
発
生
し
や
す
い
季

節
に
、連
携
強
化
と
事
前
広
報
等
を
目

的
に
訓
練
を
行
う
こ
と
で
山
火
事
防
火

の
意
識
高
揚
を
目
ざ
し
取
り
組
ま
れ
た

も
の
。当
日
は
、消
防
団
員
、隊
員
の
ほ
か
、

栃
原
区
か
ら
は
婦
人
消
防
隊
の
皆
さ
ん

４
人
も
訓
練
に
の
ぞ
み
、総
勢
、車
両
１７

台
、約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、午
前

時
、栃
原
農
村
広

１０

場
付
近
の
山
林
か
ら
出
火
と
の
想
定
で

開
始
。水
源
か
ら
の
中
継
放
水
の
ほ
か
、

山
林
火
災
に
威
力
を
発
揮
す
る
、手
動

ポ
ン
プ
付
水
の
う
に
よ
る
放
水
訓
練
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

手動ポンプ付水のうで放水する消防団員

火
事
を
想
定
し
訓
練
を
実
施

山山山

消防本部に参集した隊員

立脇廃寺出土の塔心礎



紀
後
半
か
ら
８
世
紀
初
頭
の
軒
瓦

数
点
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
脇
廃
寺
か
ら
出
土
す
る
古
代

瓦
は
山
田
寺
で
使
用
さ
れ
た
軒
丸
瓦

の
系
列
に
属
す
る
も
の
で
単
弁
蓮
華

文（
た
ん
べ
ん
れ
ん
げ
も
ん
）の
き
れ
い

な
軒
丸
瓦
で
す
。こ
の
瓦
は
造
瓦
技
術

が
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
播
し
た
あ
と
、

大
和
で
創
出
さ
れ
た
、い
わ
ゆ
る
日
本

製
の
瓦
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。寺
伝

と
あ
わ
せ
、７
世
紀
末
か
ら
８
世
紀

初
頭
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
が
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、こ
の
こ
と
か

ら
船
宮
古
墳
の
被
葬
者
に
続
く
当
地

の
有
力
豪
族
が
、こ
の
桑
市
郷
に
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

◆
釣
坂
遺
跡

奈
良
・
平
安
時
代
の
古
代
朝
来
郡

内
に
は
桑
市
郷
を
含
む
九
つ
の
郷
が

置
か
れ
ま
し
た
。

釣
坂
遺
跡
は
平
成
９
年（
１
９

９
７
）、立
脇
集
落
北
方
に
あ
る
釣

坂
谷
の
松
越（
ま
つ
ご
え
）・
福
本
地

区
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
遺
跡
で
す
。今
、愛
タ
ウ
ン
の
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。こ
の
遺
跡
か
ら
は「
郷

長
」「
松
越
」な
ど
と
記
さ
れ
た
墨
書

土
器
、硯（
す
ず
り
）に
転
用
し
た
と

み
ら
れ
る
杯
・
皿
、さ
ら
に
馬
形
・
斎

串（
う
ま
が
た
・
い
ぐ
し
）と
い
っ
た
祭

祀
遺
物
な
ど
も
出
土
し
ま
し
た
。出

土
遺
物
の
内
容
、特
に「
郷
長
」と
記

さ
れ
た
墨
書
土
器
か
ら
８
世
紀
後
半

～
９
世
紀
ご
ろ
の
桑
市
郷
を
統
治
す

る
役
所
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
地
が
桑
市
郷
の

中
心
的
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。（
※
郷
長
は
郡
司
の
管
理

下
に
あ
り
、税
の
取
立
て
や
出
挙（
す

い
こ
…
高
利
で
種
籾
を
貸
付
け
、収

穫
期
に
強
制
的
に
返
済
さ
せ
る
制

度
）の
管
理
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て

い
ま
し
た
）

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

釣坂遺跡から出土した墨書土器
「松越」（上）、「郷長」（下）の文字が
よめる。

平平成２６年４月平成２６年４月号号9

市
教
育
委
員
会
は
、長
塚
古
墳
で
進

め
て
き
た
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

長
塚
古
墳
は
、５
基
の
王
墓
か
ら
な

る
岡
田
古
墳
群
の
１
つ
で
あ
る
前
方
後

円
墳
。５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀
前
半

の
も
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
は
２
月
か
ら
３
月
の
約
１
か
月

間
を
か
け
て
実
施
。前
方
部
南
西
隅
に

あ
た
る
部
分
を
調
査
し
、墳
丘
の
形
態
と

正
確
な
規
模
を
知
る
た
め
の
デ
ー
タ
収

取
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、

後
の
時
代
に
棚
田
と
し
て
造
成
さ
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、一
部
が
削
り
取
ら
れ
正

確
な
大
き
さ
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

出
土
し
た
土
師
器
な
ど
か
ら
５
世
紀
前

は

じ

き

半
に
は
周
辺
に
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今後も調査を続けていきます

塚
古
墳
（
岡
田
古
墳
群
）
で
発
掘
調
査

長長長 市
は
、新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、こ
れ
ま

で
市
役
所
本
庁
舎
敷
地
内
の
一
角
に

設
置
さ
れ
て
い
た
、市
消
防
団
和
田
山

支
団
本
部
分
団
の
消
防
機
庫
を
、現
在

地
か
ら
約
３
０
０
㍍
西
に
あ
た
る
東
谷

の
県
総
合
庁
舎
西
付
近
へ
移
転
・
新
築

し
ま
し
た
。

約
１
０
９
平
方
㍍
の
敷
地
に
建
つ
新

し
い
機
庫
は
、延
べ
床
面
積
約

平
方
㍍
、

６３

小
型
ポ
ン
プ
付
自
動
車
を
１
台
収
納
で

き
る
車
庫
と
、詰
所
、ト
イ
レ
か
ら
な
り
ま

す
。外
観
は
明
る
い
黄
色
を
、内
装
に
は

桜
色
を
使
う
な
ど
、地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
も
親
し
め
る
内
外
装
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
完
成
に
合
わ
せ
、３
月

日
１６

に
は
、和
田
山
支
団
本
部
分
団
の
主
催

で
竣
工
式
が
行
わ
れ
、関
係
者
ら

人

し
ゅ
ん

４５

が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

田
山
支
団
本
部
分
団
の
新
し
い
消
防
機
庫
が
完
成

和和和

新消防機庫内で行われた竣工式



違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

梁
瀬
地
域
自
治
協
議
会
は
、３
月

２
日
、矢
名
瀬
中
町
区
で「
や
な
せ
の

ひ
な
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、地
域
に
残
る
文
化

の
伝
承
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
を

目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、江
戸
時
代
の
貴
重
な
ひ

な
人
形
な
ど
が
民
家
や
公
民
館
に
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
、但
馬
牛
と

岩
津
ね
ぎ
を
煮
込
ん
だ「
や
な
せ
す

き
す
き
丼
」な
ど
飲
食
物
の
販
売
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

やや
な
せ
の
ひ
な
祭

や
な
せ
の
ひ
な
祭
りり

写真やひな人形などの展示がありました

３
月

日
、久
留
引
区
の
熊
野
神

２１

社
で「
百
手
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

も

も

て

百
手
祭
は
、毎
年
、春
の
彼
岸
の
中

６６
０
０
年
受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
神
事「
久
留
引
百
手
祭

６
０
０
年
受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
神
事「
久
留
引
百
手
祭
」」

日
に
あ
た
る
春
分
の
日
に
行
わ
れ
て

い
る
熊
野
神
社
の
神
事
で
、五
穀
豊

穣
と
無
病
息
災
を
願
い
、裏
側
に
鬼

の
文
字
が
書
か
れ
た
的
を

射
抜
き
ま
す
。

こ
の
日
は
、
裃
を
身
に

か
み
し
も

ま
と
っ
た
百
手
役
、
神
主

か

ん

ぬ

し

役
を
は
じ
め
、
同
区
の
氏

子
の
皆
さ
ん
ら
約

人
が

２５

参
加
、
神
社
の
境
内
に
あ

る
籠
堂
か
ら
、
約

㍍

離

こ
も
り
ど
う

２０

れ
た
木
の
根
も
と
に
置
か

れ
た
的
に
向
か
っ
て
矢
を

放
ち
ま
し
た
。
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３
月
２
日
、竹
田
の
旧
木
村
酒
造

Ｅ
Ｎ
で
、｢ル
ー
ラ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣（
る
ー
ら
ん
）が
開
か

れ
ま
し
た
。

「
る
ー
ら
ん
」は
、農
村
で
学
び
の
機

会
を
設
け
よ
う
と
、約
２
年
前
か
ら
地

域
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る

皆
さ
ん
や
大
学
な
ど
の
機
関
が
連
携

し
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で

丹
波
地
域
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

回
目
と
な
る
今
回
は
、は
じ
め
て

１３
の
朝
来
市
で
の
開
催
と
な
り
約

人
が

３０

参
加
。「
農
村
技
術
の
伝
承

ど
の
よ
う

に
学
び
、育
て
る
の
か
」を
テ
ー
マ
に
、４

銀銀
谷
の
ひ
な
祭

銀
谷
の
ひ
な
祭
りり

農
村
で
学
び
語
り
合
う「
ル
ー
ラ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
村
で
学
び
語
り
合
う「
ル
ー
ラ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」」楽しい雰囲気のなか進められました

井筒屋に展示されたひな人形、市松人形

生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
運

営
委
員
会
は
、３
月
６
日
か
ら
９
日

ま
で「
銀
谷
の
ひ
な
祭
り
」を
開
催
し
ま

か

な

や

し
た
。回

目
と
な
る
今
年
も
、井
筒
屋
で

１１
は
、か
つ
て
郷
宿
を
営
ん
で
い
た
当
時

ご
う
し
ゅ
く

の
吉
川
家
か
ら
伝
わ
る
ひ
な
人
形
や
、

き

っ

か

わ

明
治
時
代
の
市
松
人
形
な
ど
が
展
示

さ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、口
銀
谷
、奥
銀
谷
の
各
地
域

で
は
、約
１
５
０
軒
の
民
家
や
商
店
な

ど
が
協
力
し
、ひ
な
人
形
を
展
示
、散

策
す
る
人
た
ち
の
姿
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

人
の
皆
さ
ん
か
ら
の
話
題
提
供
を
受
け

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す



TownTopics ～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。 秘書広報課 ☎672-611３

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

く
の
歴
史
ド
ラ
マ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
史
料
」と
解
説
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
自
治
協
で
は
、
史
料
整
理

を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。（
☎
６
７
９－

４
１
３
１
）

奥
銀
谷
地
域
自
治
協
議
会
は
、３

月
６
日
か
ら

日
に
か
け
て
、か
な
が

２３

せ
の
郷
で「
山
田
家
文
書
か
ら
見
た
近

代
の
奥
銀
谷
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、生
野
新
町
区
の
旧
山
田
家

の
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
近
世
・
近
代
の

文
書
類
１
万
数
千
点
の
寄
贈
を
受
け
、

約
１
年
前
か
ら
同
自
治
協
が
神
戸
大

学
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
整
理
を
進
め

て
い
る
史
料
の
う
ち
、約

点
を
展
示

５０

し
た
も
の
で
す
。

会
期
中
の

日
に
は
、指
導
に
あ
た

１６

る
神
戸
大
学
大
学
院
の
板
垣
貴
志
特

い

た

が

き

た

か

し

命
講
師
が
講
演
。史
料
の
う
ち
軍
事
郵

便
に
つ
い
て「
短
い
手
紙
の
な
か
に
も
多

貴貴
重
な
近
世
・
近
代
の
史
料
に
つ
い
て
解
説
展

貴
重
な
近
世
・
近
代
の
史
料
に
つ
い
て
解
説
展
示示

市
は
、３
月

日
、Ｊ
Ｒ
竹
田
駅
前

２３

に「
恋
人
の
聖
地
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」を
設

置
し
、そ
の
完
成
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、竹
田
城
跡
が

平
成

年
４
月
に「
恋
人
の
聖
地
」と

２４

し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
、よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
ガ
ラ
ス
製
で
ハ
ー
ト
が
か
た
ど

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
日
は
、記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
Ａ
Ｋ
Ｂ

の「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ

４８

ン
ク
ッ
キ
ー
」に
あ
わ
せ
て
踊
る
ダ
ン
ス

大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

““
恋
人
の
聖
地
”
ガ
ラ
ス
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

“
恋
人
の
聖
地
”
ガ
ラ
ス
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置置

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
銀
の
馬
車
道
」は
、明
治
初
期
に
生

野
で
産
出
さ
れ
た
鉱
石
を
運
ぶ
た
め
に

姫
路
の
飾
磨
港
ま
で
の
約

㌔
に
つ
く
ら

５３

れ
た
道
で
、日
本
初
の
高
速
道
路
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。県
と
沿
線
自
治
体

な
ど
で
組
織
す
る
銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
を
中
心
に
観
光
コ
ー
ス

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、こ
の
ほ
ど
２５

か
所
に
案
内
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、関
係
者
に
よ
る
案
内
看

板
の
除
幕
、生
野
小
学
校
４
年
生
２７

人
に
よ
る
石
刀
節
の
披
露
、記
念
サ
イ

せ

っ

と

う

ぶ

し

ク
リ
ン
グ
の
出
発
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

和
田
山
地
区
地
域
自
治
協
議
会
は
、

３
月
９
日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

ホ
ー
ル
で「
設
立
５
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、映
画
の
上
映
会
、屋
台
村

で
の
う
ど
ん
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
提

供
、記
念
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

５
０
０
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
記
念
講
演
会
で
は
、和

田
山
町
出
身
の
映
像
作
家
・
藤
原

ふ

じ

わ

ら

次
郎
さ
ん
が
学
生
時
代
の
思
い
出
な

じ

ろ

う

ど
を
紹
介
。当
時
、和
田
山
に
駐
在
し

て
い
た
新
聞
記
者
か
ら
カ
メ
ラ
を
借

り
受
け
、さ
ま
ざ
ま
な
写
真
を
撮
影

し
た
こ
と
が
、映
像
作
家
へ
な
る
き
っ

か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

５５
周
年
を
記
念
し
て
「
和
田
山
地
区
地
域
自
治
協
議
会

５
周
年
を
記
念
し
て
「
和
田
山
地
区
地
域
自
治
協
議
会
」」

銀銀
の
馬
車
道
ロ
ー
ド
完
成
記
念
式

銀
の
馬
車
道
ロ
ー
ド
完
成
記
念
式
典典

大人気だった「屋台村」

３
月

日
、生
野
銀
山
正
門
前
で

２２

「
銀
の
馬
車
道
ロ
ー
ド
」完
成
記
念
式

平成２６年４月平成２６年４月号号11

記念サイクリングを見送る皆さん

講演会には約５０人が参加

ＪＲ竹田駅前に設置されたモニュメント



市
は
、技
術
開
発
等
の

促
進
と
産
業
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、市
内
事
業

者
の
新
製
品
・
新
技
術
の

開
発
を
支
援
す
る
た
め
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業

市
内
事
業
者
が
単
独
ま

た
は
大
学
等
と
連
携
し
て

新
製
品
や
新
技
術
開
発
等

を
行
う
事
業
で
、平
成
２７

年
３
月

日
ま
で
に
新
製

３１

品
・
新
技
術
開
発
が
終
了

す
る
も
の
。

▽
対
象
者

市
内
に
事
務
所
を
置
く

中
小
企
業（
個
人
含
む
）

▽
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
の
額（
上
限
１

０
０
万
円
）※
補
助
事
業

の
完
了
後
に
交
付
し
ま
す

▽
申
込
み
方
法

経
済
振
興
課
に
あ
る
申

請
書
類
に
記
入
の
上
持
参

し
て
く
だ
さ
い

▽
申
込
期
間

４
月

日

～
５
月

１０

（木）

３０

日
（金）
▽
審
査

①
新
規
性
・
独
創
性

②
市
場
性

③
製
品
化
・
事
業
化
の
可

能
性
な
ど

※
審
査
会
を
開
催
し
６
月

下
旬
ご
ろ
に
決
定
し
ま
す

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

経
済
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

市
は
、市
内
事
業
者
が

持
つ
独
自
技
術
・
製
品
等
の

新
規
販
路
開
拓
を
支
援
す

る
た
め
、都
市
部
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
見
本
市
等
に
出

展
す
る
市
内
事
業
者
に
対

し
て
、補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

▽
補
助
内
容

①
見
本
市
等
の
出
展
に
か

か
る
出
展
小
間
料
・
会
場

使
用
料

②
見
本
市
等
の
会
場
に
お

け
る
装
飾
費（
オ
プ
シ
ョ
ン

代
・
レ
ン
タ
ル
装
飾
代
等
）

▽
補
助
金
額

出
展
費
用
の
２
分
の
１

以
内（
上
限

万
円
・
年
度

２０

内
）

※
補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
る
前
に
出
展
を
行
っ

た
場
合
は
、補
助
金
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
事
前
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

経
済
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

市
内
の
空
き
家
、空
き

店
舗
を
活
用
し
て
出
店
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

市
は
、朝
来
市
内
の
空

き
家
、空
き
店
舗
を
活
用

し
て
新
た
に
出
店
す
る
人

に
対
し
て
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
内
容

①
出
店
に
あ
た
っ
て
の
内
外

装
工
事
等
に
か
か
る
費
用

へ
の
補
助

②
店
舗
賃
借
料
ま
た
は
店

舗
買
取
費
用
へ
の
補
助

▽
補
助
金
額

①
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限

万
円
）

６０

②
店
舗
賃
借
料
補
助
は
賃

借
料
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
月
５
万
円
・
２
年

間
）店
舗
買
取
費
用
補
助

は
買
取
費
用
の
２
分
の
１

以
内（
上
限
１
２
０
万
円
）

※
補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
る
前
に
工
事
や
店
舗

の
契
約
を
し
た
場
合
は
、補

助
金
を
支
払
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

広報朝朝朝来来来 12

《平成２６年７月から福祉医療制度改《平成２６年７月から福祉医療制度改正正》》

第第93第93回回

―老人医療・母子家庭等医療助成事業―
市は、県制度の改正にあわせ、７月から
老人医療・母子家庭等医療の助成制度を改
正します。
主な内容は、老人医療の低所得Ⅰ対象者
の窓口負担割合を１割から２割に、母子家
庭等医療の所得制限額を引き下げるなど
です。
老人医療は、新たに６５歳になる人から改

正後の制度が適用されます。
対象者には６月下旬に個別に案内しま

すが、新たに母子家庭等になった場合など
は、市役所市民課 または 各支所地域振興
課で手続きをお願いします。

のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先 市民課☎６７２－６１２０

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

朝
来
市
新
製
品
・
新
技
術
開
発
等

促
進
事
業
補
助
金
の
交
付
申
請

朝
来
市

見
本
市
等
出
展
支
援
事

朝
来
市

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

市国際交流員ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌさんが

朝来市の魅力や文化などを紹介します

朝来市ホームページのトップページから
リンクしていますぜひご覧ください

YouTubeチャンネル
「パ・ピ・プ・ペ・ポリーヌ」を開設しました

外国人向け朝来市観光サイトを
開設しました

英語、フランス語による観光情報です



※
事
業
内
容
を
事
前
審
査

し
ま
す
の
で
、審
査
の
結
果

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
市
商
工
会

☎（
６
７
２
）２
３
６
２

経
済
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

市
は
、平
成

年
１
月

２５

２
日
か
ら
平
成

年
１
月

２６

１
日
の
間
に
、新
し
く
工

場
の
増
設
や
生
産
の
た
め

に
必
要
な
機
械
等
を
導
入

し
た
製
造
業
な
ど
の
企
業

に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

増
設
し
た
工
場
や
機
械

等
に
よ
っ
て
助
成
内
容
が

異
な
り
ま
す
。奨
励
金
の

申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、

朝
来
市
経
済
振
興
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

経
済
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

市
は
、青
少
年
の
健
全

育
成
の
一
環
と
し
て
、青
少

年
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

団
体
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
団
体

◎
過
去
３
年
以
上
に
わ
た

り
活
動
実
績
が
あ
り
、現

に
活
動
し
て
い
る
。

◎
役
員
、指
導
者
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
、営
利

を
目
的
と
せ
ず
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て

い
る
。

◎
そ
の
他
の
要
件
を
満
た

す
団
体

▽
補
助
内
容

◎
年
間
活
動
補
助

◎
旅
費
補
助

◎
体
育
施
設
等
使
用
料
の

減
免

※
昨
年
度
の
補
助
受
給
団

体
へ
は
、別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
６

豊
岡
県
税
事
務
所
は
、

障
害
者
等
の
自
動
車
税
の

減
免
申
請
の
臨
時
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

▽
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
を
持
つ
人

▽
日
時

５
月

日

・

日

、

１５

（木）

１６

（金）

午
前
９
時

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場

兵
庫
県
和
田
山
庁
舎
１

０
１
号
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先

豊
岡
県
税
事
務
所

課
税
第
１
課

☎
０
７
９
６（

）３
６
２
８

２６

県
は
、小
児
慢
性
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
、８
月

以
降
も
引
き
続
き
交
付
を

希
望
す
る
人
を
対
象
に
更

新
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

８
月
１
日
以
降
も
引
き

続
き
医
療
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
す
る
満

歳
未

２０

満（
８
月
１
日
時
点
）の
人

※
一
定
の
認
定
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
主

治
医
に
確
認
く
だ
さ
い

▽
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
健
康
福
祉

事
務
所
窓
口
ま
で
提
出
く

だ
さ
い

▽
受
付
期
間

５
月
１
日

～
６
月

（木）

３０

日

（
土
日
祝
日
は
除
く
）

（月）
７
月
末
ま
で
受
付
可
能
で

す
が
期
限
ま
で
に
受
給
者

証
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
有
効
期
間

８
月
１
日
～

月

日

１２

３１

※
平
成

年
１
月
以
降
は

２７

新
制
度
施
行
の
予
定
で
改

め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
朝
来
健
康
福
祉

事
務
所
地
域
保
健
課

☎（
６
７
２
）６
８
６
７

将
来
、
公
立
神
崎
総
合

病
院
の
看
護
師
と
し
て
従

事
し
よ
う
と
す
る
看
護
学

生
に
対
し
て
、修
学
金
が
貸

与
さ
れ
ま
す
。

▽
応
募
資
格

①
看
護
師
養
成
の
た
め
の

大
学
、専
門
学
校
等
に
在

籍
し
て
い
る
こ
と（
通
信

制
・
高
等
学
校
の
高
校
過

程
を
除
く
）

②
将
来
、公
立
神
崎
総
合

病
院
で
看
護
師
と
し
て
勤

務
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と
。

▽
貸
与
額

月
額
５
万
円

※
看
護

師
免
許
を
取
得
後
、た
だ

ち
に
公
立
神
崎
総
合
病
院

で
５
年
間
勤
務
し
た
場
合

は
、返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
募
集
人
員

５
人
※
貸
与
は
選
考

（
面
接
）の
う
え
決
定
し
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先

公
立
神
崎
総
合
病
院
総
務
課

☎
０
７
９
０（

）２
４
８
８

３２

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（４月のテーマ）【月曜】日本における幼児虐待の防止策

税軽自 動 車 税

納期 ４月３０日（水）まで

平平成２６年４月平成２６年４月号号13

４月の税４月の税

平
成

年
度
小
児
慢
性
特
定
疾
患

２６

医
療
受
給
者
証
の
更
新
申
請
手
続
き

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
団
体
へ
の
補
助

自
動
車
税
の
減
免
申
請

神
河
町
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
制
度

工
場
等
新
増
設
及
び

機
械
等
奨
励
金

カブトムシ探検隊パートⅠ

◆日時…４月２７日（日）、午前１１時～午後２時※雨天決行 ◆会場…但馬長寿の郷（養父市八

鹿町国木）◆内容…カブトムシの幼虫探し、お楽しみ抽選会ほか ◆定員…５００人（要申込み・先

着順）※小学３年生以下の子どもは保護者の同伴が必要 ◆参加費…１人１千円（付添無料）

◆締切り…４月２１日（月）◆申込み・問い合わせ先…但馬長寿の郷企画管理課 ☎６６２－８４５６



市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
・
地
域
安
全
推
進
協
議

会
は
、４
月
６
日
か
ら
１５

日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

あ
わ
せ
、交
通
安
全
・
防
犯

安
全
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月

日

、午
後
１

１２

（土）

時

分
～
午
後
２
時

分

３０

３０

▽
会
場

イ
オ
ン
和
田
山
店
駐
車
場

▽
内
容

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
、

キ
ッ
ズ
保
安
官
に
よ
る
交
通

安
全
宣
言
、白
バ
イ
マ
ス

ゲ
ー
ム
、防
犯
漫
才
、自
転

車
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
ほ

か※
こ
う
へ
い
く
ん
・
ま
も
り

ち
ゃ
ん
、は
ば
タ
ン
、ち
ゃ
す

り
ん
も
来
場
し
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
０

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保

険
料
率
は
準
備
金
を
取
り

崩
し
て
据
え
置
き
ま
す
が
、

介
護
保
険
料
率
に
つ
い
て
は

介
護
給
付
費
が
増
加
し
て

お
り
、協
会
け
ん
ぽ
負
担
の

介
護
納
付
金
も
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、平
成

年
２６

３
月
分（
４
月
納
付
分
）か

ら
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

▽
保
険
料
率

◎
健
康
保
険
料
率

％（
据
え
置
き
）

１０
◎
介
護
保
険
料
率

１
・

％
→
１
・

％

５５

７２

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
は
４
月
分
保
険
料

か
ら
の
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
今
後
も
安
定
し
た
健
康

保
険
制
度
の
た
め
に
、国
庫

補
助
率
の
引
上
げ
や
高
齢

者
医
療
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
保
険
制
度
の
見
直
し
を

引
き
続
き
国
や
関
係
方
面

に
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

協
会
け
ん
ぽ
兵
庫
支
部

☎
０
７
８（
２
５
２
）８
７
０
２

h
ttp
://w
w
w
.k
y
o
u
k
a
i

k
en
p
o
.o
r.jp
/

「
や
さ
し
い
心
を
伝
え
た

い
」を
テ
ー
マ
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時

４
月

日

、午
前

２９

（火）

１０

時
～
午
後
２
時

分
３０

▽
会
場

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

（
豊
岡
市
大
磯
町
）

▽
内
容

会
員
の
持
ち
寄
り
品
、

手
作
り
品
、リ
サ
イ
ク
ル

品
な
ど
を
販
売
、収
益
金

は
奉
仕
寄
付
金
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

☎
０
７
９
６（

）５
６
６
７（
武
田
）

２４

☎（
６
６
４
）２
４
１
８（
圓
山
）

市
は
、各
種
統
計
調
査

に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人

（
登
録
統
計
調
査
員
）を
募

集
し
ま
す
。

▽
統
計
調
査
員
の
仕
事

調
査
員
説
明
会
へ
の
出

席
、調
査
区
の
把
握
な
ど
の

調
査
準
備
、調
査
票
の
配

布
と
収
集
、調
査
票
の
点

検
、調
査
関
係
書
類
の
整

理
と
提
出
ほ
か

▽
応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
人

①
満

歳
以
上
で
市
内
在

２０

住
の
人

②
責
任
を
持
っ
て
統
計
調

査
に
従
事
で
き
る
人

③
秘
密
保
持
に
信
頼
が
お

け
る
人

④
警
察
ま
た
は
税
務
事
務

に
直
接
関
係
の
な
い
人

⑤
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
人

▽
待
遇

調
査
に
応
じ
て
報
酬
が

支
払
わ
れ
ま
す
。調
査
活

動
中
に
災
害
に
あ
っ
た
場
合

は
、公
務
災
害
補
償
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

▽
実
施
予
定
の
主
な
統
計
調
査

登
録
し
た
人
の
中
か
ら

調
査
地
域
等
を
考
慮
し
、

業
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
０

広報朝朝朝来来来 14

お
知
ら

お
知
ら
せせ

春
の
交
通
安
全
・
防
犯
安
全

フ
ェ
ア
２
０
１
４

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

介
護
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

募

集

募

集

暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

登
録
統
計
調
査
員
の
募
集

内 容時期（基準日）統計調査名

◎市内全事業所の調査
（個人農林業等を除く）
◎今回は卸小売業の事
業所は「商業統計調査」
として同時実施します

平成２６年
７月１日

経済センサス

基礎調査

◎市内製造業の調査
平成２６年
１２月３１日工業統計調査

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

注意！あぜ焼き等からの延焼火災！！ ＝朝来市消防団からのお願い＝

空気が乾燥しやすいこの時季は、あぜ焼き、草焼き等からの火災が多発します。あぜ焼き、草

焼き等は慣習化されており油断しがちですが、そのちょっとした油断や準備不足が原因で、周

囲の枯れ草に燃え移り、やがて山林等に燃え移り大火になってしまうケースが多くみられます

ので十分に注意してください。

◆風の強い日・空気が乾燥した日は中止（延期）を ◆現場から離れない

◆一度に広範囲を行わず少しずつ小分けにして実施 ◆消火できる準備を

◆一人で行わず、できる限り多人数で ◆後始末はきちんと



市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

（
注
）条
件
に
よ
っ
て
表
示

さ
れ
て
い
る
家
賃（
月
額
）よ

り
も
高
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

①
の
住
宅
は
、新
婚
世
帯
、

子
育
て
世
帯
を
優
先
し
ま

す
。そ
の
場
合
も
入
居
資

格
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
２
戸
は
一
般
向
け

で
募
集
し
ま
す
）

※
新
婚
世
帯
・・・
配
偶
者

お
よ
び
婚
約
者
を
有
す
る

世
帯（
入
籍
後
２
年
以
内

ま
た
は
３
か
月
以
内
に
入

籍
予
定
）

※
子
育
て
世
帯
・・
同
居
者

に
義
務
教
育
期
間
ま
た
は
、

未
就
学
の
子
供
を
有
す
る

世
帯

▽
申
込
受
付
期
間

４
月

日

～

日

１０

（木）

２１

（月）

▽
入
居
申
込
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
あ
る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同

居
親
族
が
、暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規

定
す
る
範
囲
を
超
え
て
い

な
い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、都
市
開
発
課
に

確

認
い
た

だ

く
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

県
は
、「
海
外
、日
本
そ

し
て
但
馬
の
百
寿
者
か
ら
の

学
び
」を
テ
ー
マ
に
開
催
す

る
、健
康
百
寿
フ
ォ
ー
ラ
ム

但
馬
の
参
加
者
を
募
集

inし
て
い
ま
す
。

▽
日
時

５
月

日

、午
前

１７

（土）

１０

時
～
午
後
４
時

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷（
養
父

市
八
鹿
町
国
木
）

▽
内
容

◎
第
１
部

基
調
講
演

講
師
・
日
本
大
学
大
学
院

齋
藤
安
彦
教
授
、ア
イ
オ
ワ

さ

い

と

う

や

す

ひ

こ

州
立
大
学

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー

テ
ィ
ン
教
授

◎
第
２
部

講
演

講

師
・
大

阪

大

学

権
藤

ご

ん

ど

う

恭
之
准
教
授
、パ
ネ
ル
デ
ィ

や

す

ゆ

き

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
申
込
み

５
月
２
日

ま
で
に
所

（金）

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
但
馬
長
寿
の

郷
ま
で

※
定
員
３
０
０
人（
受
講

料
無
料
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷
地
域
ケ
ア
課

☎（
６
６
２
）８
４
５
６

南
但
馬
自
然
学
校
は
、

「
親
子
で
自
然
学
校
」「
遊

友
体
験
活
動
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
親
子
で
自
然
教
室

◎
日
時

４
月

日

、

２６

（土）

午
前

時
～

日

、午

１０

２７

（日）

後
１
時（
１
泊
２
日
）

◎
対
象
・
定
員

県
内
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者（
子

ど
も
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

組（

人
）
程
度

１０

４０

◎
内
容

山
菜
さ
が
し
・

竹
伐
採
と
竹
細
工
・
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
ほ
か

◎
費
用

約
３
千
円（
食
事

代
・
宿
泊
料
・
保
険
料
な
ど
）

▽
遊
友
体
験
活
動

◎
日
時

４
月

日

、

２６

（土）

午
前
９
時

分
～
正
午

３０

◎
対
象

県
内
に
在
住
す

る
人

◎
内
容

森
の
山
菜
探
し

◎
費
用

円
（
保
険
料
）

５０

▽
会
場

南
但
馬
自
然
学
校

▽
申
込
み
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
４
月

日
２１

ま
で
に

（月）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
南
但
馬
自
然
学
校
指
導
課

☎
（
６
７
６
）４
７
３
１

【火曜】寝たきりの方の口の手入れ【水曜】便秘の方へのアドバイス【木曜】忘れていはいけない結核【金土日】アルコールによる依存症

平平成２６年４月平成２６年４月号号15

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

南
但
馬
自
然
学
校

②①

新 井 住 宅加 古 団 地住宅の
名称

朝来市新井山東町楽音寺場所

３ＤＫ３ＤＫ間取り

１８，８００円～
２８，０００円

２０，２００円～
３０，１００円

家賃
（月額）

１戸９戸募集戸数

健
康
百
寿
フ
ォ
ー
ラ
ム

但
馬

in

狂犬病予防注射を受けさせましょう
４～６月は狂犬病予防注射月間です。室内犬や猟

犬であっても、生後９１日以上経過した全ての飼い犬は、

生涯に一度の登録と年に１回狂犬病予防注射を受けさ

せることが、法律で飼い主に義務付けられています。（狂

犬病予防法）

飼い犬の体調の良い日に、できるだけ動物病院で狂

犬病予防注射を受けさせてください。

なお、集合注射を予定していますのでご利用ください。

詳しい場所や時間については、隣保回覧や市のホーム

ページでご確認ください。

【日 程】 朝来地域４月２２日（火）

山東地域４月２４日（木）

生野地域４月２５日（金）

和田山地域５月７日（水）・８日（木）

※既に犬の登録を行っている飼い主には、個別に通知します。

※登録手続きをまだ行っていない人は、お問い合わせください。

犬の死亡、飼い主や住所の変更など登録内容に変更があ

る場合は届出が必要です。（届出がないと台帳の変更が

できません）

■問い合わせ 環境課 ☎６７６－２２９９

マナーを守り、きちんと飼育しましょう。
◎放し飼いはやめて、散歩のときもリードを
つけましょう。
◎フンを持ち帰ることは、飼い主の義務で
す。きちんと拾ってください。

春の全国交通安全運動
運動期間：４月６日（日）～１５日（火）交通事故死ゼロを目ざす日：４月１０日（木）
【運動の基本】 子どもと高齢者の交通事故防止
【重点】 ①自転車の安全利用の推進

②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶 ④夕暮れ時の交通事故防止
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

県
道
路
公
社
は
、遠
阪

ト
ン
ネ
ル
の
安
全
性
を
一

層
高
め
、利
用
者
の
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
、天
井
板

を
撤
去
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。撤
去
工
事
期
間

中
は
、通
行
規
制
を
行
い

ま
す
。大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
全
面
通
行
止
め

▽
区
間

山
東
I
C
～
青
垣
I
C

▽
期
間

５
月

日

、午
前
６

１９

（月）

時
か
ら
６
月
６
日

、午

（金）

前
６
時
ま
で

▽
迂
回
路

国
道
９
号

播
但
連
絡
道
路

※
国
道
４
２
７
号（
遠
阪

峠
）は
急
カ
ー
ブ
が
多
く
、

大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困

難
で
交
通
量
が
増
え
る
と

大
変
危
険
で
す
。国
道
９

号
、播
但
連
絡
道
路
へ
迂

回
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
夜
間
片
側
交
互
通
行

▽
区
間

遠
阪
ト
ン
ネ
ル

▽
期
間

５
月
８
日

か
ら

日

（木）

１６

ま
で

（金）※
土
日
を
除
く
毎
夜
７
日

間
の
夜
９
時
か
ら
翌
朝
６

時
ま
で

《
お
問
い
合
わ
せ
》

兵
庫
県
道
路
公
社

☎
０
７
８（
２
３
２
）９
６
３
６

播
但
連
絡
道
路
管
理
事
務
所

☎
０
７
９
０（

）４
９
０
０

２２

天
井
板
撤
去
に
伴
い
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
・
遠
阪
ト
ン
ネ
ル

第３回「神子畑桜まつり」

◆日 時 ４月１９日（土）午前１０時～午後２時

◆会 場 神子畑選鉱場前広場 ☂小雨決行

◆内 容 和楽器演奏集団「独楽（こま）」・みこしの練り歩き（１１時４５分～）、バザーと展示

◆問い合わせ先 神子畑鉱石の道推進協議会 ☎６７７－０５１８（山内会長）
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ４月１０日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、和田山農業研修センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ４月９日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館（予定）
問・予 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ４月２１日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、和田山老人福祉センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ５月３日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ４月２４日（木） 午後１時～４時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ５月７日（水） 午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室（朝来市社協支所隣）
問 市役所社会福祉課 ☎６７２－６１２３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

三沢厚彦 ANIMALSinASAGO会期：５月１１日（日）まで
入館料大人８００円／大・高校生３００円／小・中学生２００円（ココロンカード利用可）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

三遊亭円楽独演会 《全席自由》 前売券好評発売中

公演日：５月２５日（日）／開演：午後２時／前売り料金：２,５００円

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

花とあそぼう三人展 会期：４月２０日（日）まで
楽しい昭和の玩具たち展 会期：４月２４日（木）～５月６日（火）
こどもまつり 日時：５月５日（月）午前１０時～午後３時

ヒメハナ公園ウツギの館

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

書・はんこで遊ぶ 会期：４月５日（土）～３０日（水）
写真とひょうたん 会期：５月１日（木）～３１日（土）
銀谷のわらべ 会期：５月３日（土）～６日（火）

生野まちづくり工房井筒屋

◎児童相談専用ダイヤル☎０１２０－２１－０２９４ＤＶ相談専用ダイヤル☎６７０－２２５５（月～金・午前８：３０～午後５：１５土日祝日と年末年始は休み）
ふくし

食材の宝庫但馬・お国自慢 但馬・食文化まつり２０１４
日時 ４月２６日（土）、２７日（日）午前１０時～午後４時

会場 和田山中央文化公園 （連携会場…山城の郷）

■問い合わせ先 観光交流課 ☎６７２－４００３

生野銀山へいくろう祭り
日時 ４月１３日（日）午前１０時～午後３時

会場 史跡生野銀山

■問い合わせ先 生野支所地域振興課 ☎６７９－５８０２

☎６７２－６１１４ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご・ささゆりホール



平成２６年４月ダイヤ改正とアコバスの運賃改定

◆平成２６年４月ダイヤ改正について
平成２６年３月１５日にＪＲと路線バスのダイヤ改正が実施されました。それにあわせ４月から、ＪＲや路線バスとの

乗継接続や利用実態等を考慮し、路線バスとアコバスのダイヤ改正を行っています。

【路線バス・全但バス】
①中央公園八鹿線・生野本線（３月ダイヤ改正）

◇和田山駅でＪＲとの乗継接続を考慮し、

中央公園１０：４６発を５分早めました

◇生野駅で神姫グリーンバスとの乗継接続を考慮し、

生野駅１３：４５発を５分遅くしました

②竹ノ内与布土線（３月ダイヤ改正）

◇和田山駅でＪＲとの乗継接続を考慮し、

竹ノ内９：４０発を９：２６発へ変更しました

【アコバス】
①和田山・山東コース

（４月経路変更・ダイヤ改正）

◇「作業所前」停留所を廃止し、

「そよかぜ診療所前」停留所を

新設しました

◇変更に伴って時刻を調整しました

※ 変更箇所

②岡・藤和コース

（４月経路変更・ダイヤ改正）

◇「野谷口」停留所を新設しました

◇変更に伴い時刻を調整しました

◇冬期間（１２／１６～３／１５）は、

「特設分団消防庫」停留所まで

の運行とします（積雪のため）

※ 変更箇所

◆アコバス運賃の改定について
消費税の増税に伴い、アコバスについても一部運賃の見直しを行っています。但し、基本となる１００円、２００円、と

いった１００円刻みの運賃、また運賃の最高額５００円は変更していません。

また、朝来市高齢者等優待乗車カード「あこか」については、年間５千円で変更はありません。

「あこか」利用者なら...

朝来市内から、公立八鹿病院までは片道１６０円（３月までは１５０円）でご乗車いただけます。

朝来市内から、神﨑総合病院までは片道１００円でご乗車いただけます。

便利でお得な「あこか」をぜひお買い求めください。

※改正後のダイヤと運賃の目安は、
４月に全戸配布しております「あさごナビ」をご覧ください。

■問い合わせ先 総合政策課 ☎６７２－６１１０

暮らしのお知らせ
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③白井線（４月経路変更）

◇利用実態を考慮し、

白井１２：２１、１６：３１発を和田山営業所まで延長しました

◇利用実態を考慮し、

イオン１５：２６発和田山医療センター行を増便しました

【路線バス・神姫グリーンバス】
①生野学園―生野駅―粟賀―新野駅線（４月ダイヤ改正）

◇乗降実態に合わせ、

生野駅裏７：２９発を７：３２発へ変更しました



消費税率引き上げに伴う低所得者と子育て世帯への給付金について

臨時福祉給付金等の詐欺にご注意ください
○市や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。

○ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。

○市や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の給付のために、手数料などの振込を

求めることは絶対にありません。

○現時点で、市町村や厚生労働省等が住民の皆さんの世帯構成や銀行口座の番号等の個人情報を照会することは絶

対にありません。

臨時福祉給付金

■対象者 基準日（平成２６年１月１日）において住民登

録があり、平成２６年度分市町村民税（均等割）

が課税されていない人。

※市町村民税が課税されている人の扶養親族

等と生活保護制度の被保護者は除く

■支給額 対象者１人につき１万円

※老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年

金、児童扶養手当、特別障害者手当等の受給

者は５千円の加算

■申請方法等 ７月の申請開始へ向け、現在準備中です。具

体的な給付の方法が決まり次第、お知らせします。

４月からの消費税率の引き上げ（５％から８％）に伴い、所得の低い人と子育て世帯への負担を考え、暫定的・臨

時的な措置として「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

市では、それぞれの給付金の申請と給付時期などについて、現在準備を進めています。今後、具体的な給付の方法

が決まり次第、広報紙や市ホームページなどでお知らせする予定です。

子育て世帯臨時特例給付金

■対象者 基準日（平成２６年１月１日）における平

成２６年１月分の児童手当（特例給付を

含む）の受給者で、その平成２５年の所

得が児童手当の所得限度額未満の人。

※臨時福祉給付金の対象者と生活保護

の被保護者等は対象外

■支給額 児童１人につき１万円

■申請方法等 ７月の申請開始へ向け、現在準備中で

す。具体的な給付の方法が決まり次第、

お知らせします。

【水道料金】

超過料金(1㎥につき)基本料金料金

口径
50㎥を超える
もの

20㎥ を超え
50㎥以下

基本水量を超え
20㎥以下

料金水量

189円

⇒194円

173円

⇒178円

147円

⇒151円

円
1,229
⇒1,264

㎥以下

8

㎜

13

152円

⇒157円

1,806
⇒1,8581020

3,896
⇒4,0072025

5,838
⇒6,0053040

11,109
⇒11,4265050

22,218
⇒22,85310075

33,327
⇒34,279150100

※１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てます。

４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられるのに伴い、水道料金と下水道使用料も増税分値上がり

します。なお、新料金は経過措置によって、５月に行う水道メーター検針分（６月請求分）から適用します。

変更前も変更後も内税表示（税込）としています。ご不明な点は、上水道課・環境課までお問い合わせください。

【水道料金…２５㎥使用した場合（口径１３㎜）】
変更前
１，２２９円＋（２５㎥－８㎥）×１４７円＝３，７２８円≒３，７２０円
変更後
１，２６４円＋（２５㎥－８㎥）×１５１円＝３，８３１円≒３，８３０円

⇒１１０円の値上がり

【下水道使用料…２５㎥使用した場合】
変更前
１，５００円＋（２５㎥－１０㎥）×１５０円＝３，７５０円
変更後
１，５４３円＋（２５㎥－１０㎥）×１５４円＝３，８５３円

⇒１０３円の値上がり

【下水道使用料】

超過料金(1㎥につき)基本料金

50㎥を超える
もの

30㎥ を超え
50㎥以下

基本水量を超え
30㎥以下

料金水量

170円
⇒175円

160円
⇒164円

150円
⇒154円

1,500円
⇒1,543円

１０㎥以下

※下水道使用料は１０円未満も切り捨てしません。

■問い合わせ先 上水道課・環境課 ☎６７６－２０８１

消費税率引き上げに伴い水道料金・下水道使用料も４月から値上がりします！

「６月請求分から新料金になります」

平平成２６年４月平成２６年４月号号19

■問い合わせ先 社会福祉課《臨時給付金専用ダイヤル》 ☎６７２－４４６６ ■問い合わせ先 市民課 ☎６７２－６１２０



市職員の人
事
異
動

市
は
、
４
月
１
日
付
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
氏
名
の
後
の（

）
内
は
前
職

▼
理
事
兼
都
市
環
境
部
長

◎
太
田

茂
（
統
括
部
長（
産
業
経
済
部
及

び
都
市
環
境
部
統
括
）兼
都
市
環
境
部
長
）

◎
宮
谷
正
弘
（
市
長
公
室
防
災
担
当
部
長
）

▼
統
括
部
長
兼
総
務
部
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

◎
藤
原
康
之（
市
民
文
化
部
長
兼
中
央

文
化
公
園
ゾ
ー
ン
担
当
）

▼
支
所
長

◎
清
水
和
雄（
市
民
文
化
部
次
長
兼
人

権
推
進
課
長
）

▼
次
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
生
野
公
民
館
長

◎
藤
原
裕
明（
生
野
支
所
地
域
振
興
課

長
兼
生
野
公
民
館
長
）

【
地
域
振
興
課
】

▼
副
課
長

◎
足
立
知
幸（
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
佐
野
あ
や
子
（
市
民
文
化
部
市
民
課
副
主
幹
）

◎
則
定
澄
美
（
産
業
経
済
部
観
光
交
流
課
副
主
幹
）

◎
藤
原
栄
治
（
都
市
環
境
部
地
籍
調
査
課
副
主
幹
）

▼
主
事

◎
小
山
亮
介
（
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
主
事
）

▼
支
所
長

◎
高
本

薫
（
市
民
文
化
部
和
田
山
地
域
振

興
担
当
次
長
兼
和
田
山
地
域
振
興
課
長
）

【
地
域
振
興
課
】

▼
副
主
幹

◎
藤
原
知
明
（
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
副
主
幹
）

◎
小
山
修
平
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
副
主
幹
）

◎
藤
本
真
由
美（
主
査
）

▼
主
事

◎
中
村
ま
み（
新
規
採
用
）

▼
支
所
長

◎
鴨
谷

譲（
教
育
部
長
）

▼
次
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
朝
来
公
民
館
長

◎
足
立
達
夫（
朝
来
支
所
地
域
振
興
課

長
兼
朝
来
公
民
館
長
）

【
地
域
振
興
課
】

▼
副
課
長

◎
椿
野

貢（
上
席
主
幹
）

▼
主
幹

◎
今
井
謙
一（
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
岡
口
徹
也
（
産
業
経
済
部
観
光
交
流
課
副
主
幹
）

◎
南
光
政
之
（
市
民
文
化
部
税
務
課
副
主
幹
）

▼
主
事

◎
竹
村
真
一（
新
規
採
用
）

▼
公
室
長
兼
人
口
政
策
担
当
部
長

◎
小
島
公
明（
生
野
支
所
長
）

▼
次
長
兼
総
合
政
策
課
長

◎
木
村
吉
宏
（
市
長
公
室
総
合
政
策
課
長
）

【
秘
書
広
報
課
】

▼
課
長

◎
上
ノ
坊
貞
子（
市
民
文
化
部
和
田
山

地
域
振
興
課
参
事
）

但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

▼
参
事
（
公
立
豊
岡
病
院
組
合
派
遣
）

◎
掃
部
直
樹
（
都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
副
課
長
）

▼
主
幹

◎
笠
垣
和
幸（
副
主
幹
）

▼
主
幹（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

◎
田
路
義
明（
総
務
部
総
務
課
副
主
幹

（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
副
主
幹

◎
岸
下
寛
志（
主
査
）

▼
副
主
幹
兼
選
挙
管
理
委
員
会
副
主
幹

◎
齊
藤
千
尋（
主
査
兼
選
挙
管
理
委
員

会
主
査
）

▼
副
主
幹（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

◎
白
瀧
英
一
（
生
野
支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
）

◎
村
上
陽
昭
（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
副
主
幹
）

▼
主
査（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

◎
谷
口
琢
三（
総
務
部
総
務
課
主
事（
南

但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

▼
主
査
（
兵
庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
）

◎
足
立
美
香
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
）

▼
主
査（
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
派
遣
）

◎
足
立

徹
（
都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
主
査
）

▼
主
任
技
能
員（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

◎
片
山
賢
一（
総
務
部
総
務
課
主
任（
南

但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
法
制
執
務
指
導
員

◎
松
本
康
男（
再
任
用
）

【
財
務
課
】

▼
課
長

◎
北
垣
敏
彦（
参
事
）

▼
主
幹

◎
小
林
正
行（
副
主
幹
）

◎
宮
元
広
司（
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
吉
田
太
一
（

健
康
福
祉
部
地
域
医
療
・

健
康
課
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
井
上
雅
徳
（
都
市
環
境
部
建
設
課
主
査
）

▼
主
任
技
能
員

◎
池
本
義
彦（
技
能
員
）

▼
主
幹

◎
坪
内
一
洋（
副
主
幹
）

◎
平
松
裕
一
郎
（
市
長
公
室
総
合
政
策
課
副
主
幹
）

【
総
合
政
策
課
】

▼
副
課
長

◎
一
ノ
瀬
智
至（
主
幹
）

▼
主
幹

◎
夜
久
隆
亮（
副
主
幹
）

◎
松
本
昭
浩
（
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
兼
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
兼
選
挙
管
理
委

員
会
主
幹
）

▼
主
事

◎
寒
竹
威
仁（
総
務
部
総
務
課
主
事（
兵

庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
））

【
定
住
促
進
課
】

▼
課
長

◎
宮
崎
隆
史
（
都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
参
事
）

▼
副
課
長

◎
小
田
垣
貢
（
産
業
経
済
部
経
済
振
興
課
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
神
谷
芳
彦
（
都
市
環
境
部
地
籍
調
査
課
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
高
本
恵
三
（
市
長
公
室
総
合
政
策
課
主
事
）

【
防
災
安
全
課
】

▼
課
長

◎
足
立

稔（
都
市
環
境
部
建
設
課
長
）

▼
次
長
兼
財
務
課
公
共
施
設
担
当
課
長
兼

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
所
長

◎
小
島

剛（
総
務
部
財
務
課
公
共
施

設
担
当
課
長
）

【
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
】

▼
副
所
長

◎
大
東
宜
仁（
主
幹
）

【
総
務
課
】

▼
課
長

◎
石
橋
禎
之（
総
務
部
総
務
課
参
事（
公

立
豊
岡
病
院
組
合
派
遣
））

▼
課
付
課
長（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

◎
高
岡
好
和（
総
務
部
総
務
課
参
事
（
南

■問い合わせ先
総務課
☎６７２－６１１５

理
事

生
野
支
所

山
東
支
所

朝
来
支
所

市
長
公
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総
務
部

統
括
部
長
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▼
部
長
兼
中
央
文
化
公
園
ゾ
ー
ン
担
当

◎
山
根
正
博（
山
東
支
所
長
）

▼
国
保
・
健
康
長
寿
担
当
部
長
兼
市
民
課
長

◎
能
見
恵
子（
市
民
文
化
部
次
長
兼
市

民
課
長
）

▼
次
長
兼
和
田
山
地
域
振
興
課
長

◎
小
谷
則
彰（
産
業
経
済
部
観
光
交
流

課
長
）

▼
次
長
兼
芸
術
文
化
課
長
兼
文
化
会
館
長

◎
掃
部

收（
芸
術
文
化
課
長
兼
文
化

会
館
長
）

【
市
民
課
】

▼
参
事

◎
三
浦
和
美（
副
課
長
）

◎
森
脇
ま
す
み（
副
課
長
）

▼
副
課
長

◎
竹
村
万
美
子（
会
計
課
主
幹
）

▼
主
幹

◎
松
島

豊（
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
大
石
哲
也
（
市
民
文
化
部
税
務
課
副
主
幹
）

◎
加
茂
川
裕
子（
健
康
福
祉
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
足
立
絵
美
（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
主
査
）

▼
主
事

◎
福
富
貴
志
（
市
民
文
化
部
税
務
課
主
事
）

▼
主
事

◎
上
垣
佑
輔（
新
規
採
用
）

【
税
務
課
】

▼
副
課
長

◎
澤
田

学（
主
幹
）

▼
主
幹

◎
安
達
一
博（
副
主
幹
）

◎
福
富
範
嗣（
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
佐
野
成
久
（
朝
来
支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
）

▼
副
主
幹（
宮
城
県
山
元
町
派
遣
）

◎
榧
谷
進
一（
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
竹
村
圭
一
（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
査
）

▼
主
事

◎
平
位
朋
之（
宮
城
県
山
元
町
派
遣
）

◎
永
井
明
紀
（
市
民
文
化
部
市
民
課
主
事
）

【
人
権
推
進
課
】

▼
課
長

◎
足
立
美
喜
（
総
務
部
財
務
課
管
財
担
当
課
参
事
）

▼
副
課
長

◎
田
中

勉（
上
席
主
幹
）

▼
副
課
長
兼
朝
来
福
祉
会
館
長

◎
神
谷
幸
恵
（
主
幹
兼
朝
来
福
祉
会
館
長
）

【
和
田
山
地
域
振
興
課
】

▼
主
事

◎
田
中
美
幸
（
市
民
文
化
部
市
民
課
主
事
）

▼
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長

◎
吉
田
伸
吾（
総
務
部
財
務
課
長
）

【
社
会
福
祉
課
】

▼
主
事

◎
尾
花
優
一（
新
規
採
用
）

【
高
年
福
祉
課
】

▼
課
長

◎
中
島
貞
枝
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
参
事
）

▼
副
主
幹

◎
井
上
信
彦
（
朝
来
支
所
地
域
振
興
課
主
査
）

▼
主
事

◎
居
相
幸
伸（
新
規
採
用
）

▼
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
指
導
員

◎
中
井
雅
治（
再
任
用
）

《
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
》

▼
参
事

◎
梶

孝
江（
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
・

健
康
課
副
課
長
）

▼
主
幹

◎
足
立
里
江（
副
主
幹
）

▼
主
事

◎
衣
川
三
香
子（
新
規
採
用
）

【
地
域
医
療
・
健
康
課
】

▼
参
事

◎
羽
渕
慎
也
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
主
査
）

◎
中
島
泰
成
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
査
）

【
竹
田
城
課
】

▼
副
課
長

◎
桐
山
俊
行（
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
足
立
智
義（
総
務
部
総
務
課
副
主
幹

（
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
主
査

◎
池
野
祐
季
（
主
事
）

▼
次
長
兼
建
設
課
長

◎
藤
岡

勇（
産
業
経
済
部
竹
田
城
課

長
）

【
建
設
課
】

▼
副
主
幹

◎
小
西
秀
隆
（
都
市
環
境
部
地
籍
調
査
課
副
主
幹
）

▼
主
査（
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
養
父
土
木
事
務
所
派
遣
）

◎
清
水
浩
一
（
都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
主
査
）

▼
技
能
員

◎
藤
原
芳
樹（
再
任
用
）

【
都
市
開
発
課
】

▼
課
長

◎
前
川
哲
郎
（
兵
庫
県
か
ら
の
人
事
交
流
）

▼
副
主
幹

◎
福
原
宏
明
（
都
市
環
境
部
建
設
課
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
椿
野
禎
俊
（
都
市
環
境
部
建
設
主
査（
兵
庫

県
但
馬
県
民
局
養
父
土
木
事
務
所
派
遣
））

▼
主
事

◎
中
治
佑
介
（
朝
来
支
所
地
域
振
興
課
主
事
）

【
地
籍
調
査
課
】

▼
参
事

◎
清
水

光
（
市
民
文
化
部
市
民
課
副
課
長
）

▼
主
幹

◎
下
村
忠
幸
（
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
・
健
康
課
主
幹
）

◎
田
上
浩
二
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
石
垣
裕
識
（
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
副
主
幹
）

◎
小
山
逸
子（
副
課
長
）

◎
森
下
久
美
子（
副
課
長
）

▼
副
課
長

◎
池
口
佐
登
美
（
上
席
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
米
本
沙
織（
主
査
）

◎
長
野
大
輔（
主
査
）

▼
主
事

◎
林
亜
里
紗（
新
規
採
用
）

◎
加
門
あ
ず
さ（
新
規
採
用
）

▼
次
長
兼
農
林
振
興
課
長（
夜
久
野
高
原
開
発
担
当
）

◎
山
本
勝
郎
（
市
長
公
室
防
災
安
全
課
長
）

▼
次
長
兼
竹
田
城
課
長

◎
黒
田
隆
雄
（
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
長
）

【
農
林
振
興
課
】

▼
主
幹

◎
山
本
喜
裕（
総
務
部
財
務
課
主
幹
）

◎
村
上
泰
啓
（
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
副
主
幹
）

◎
中
島
敏
和
（
教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
北
島

周
（
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
副
主
幹
）

◎
足
立
篤
司
（
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
副
主
幹
）

◎
柏
村
寿
夫
（
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
副
主
幹
）

◎
奥

聡
（
山
東
支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
）

◎
衣
川
太
郎
（
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
副
主
幹
）

◎
松
尾
洋
倫
（
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
山
木
慎
也
（
生
野
支
所
地
域
振
興
課
主
査
）

◎
福
島
克
史
（
産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
主
査
）

【
経
済
振
興
課
】

▼
副
主
幹

◎
平
野
慶
太
（
市
長
公
室
秘
書
広
報
課
副
主
幹
）

▼
主
事

◎
岡
田
卓
也（
新
規
採
用
）

【
観
光
交
流
課
】

▼
課
長

◎
赤
曽
部
美
鶴（
総
務
部
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
セ
ン
タ
ー
課
参
事
）

▼
主
査

市職員の人事異動

市
民
文
化
部

健
康
福
祉
部

産
業
経
済
部

都
市
環
境
部
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【
環
境
課
】

▼
課
長

◎
松
岡
貞
之
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
参
事
）

▼
課
付
課
長
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
長

兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
長

◎
中
島
浩
之
（
都
市
環
境
部
上
水
道
課
副
課
長
）

▼
副
課
長

◎
谷
野
真
樹
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
主
幹
）

▼
主
幹

◎
藤
原
雅
人（
総
務
部
総
務
課
主
幹（
南

但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

◎
田
川
博
一
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
小
谷
康
人
（
産
業
経
済
部
竹
田
城
課
副
主
幹
）

◎
坂
本
紀
昭
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
副
主
幹
）

◎
土
野
満
美
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
副
主
幹
）

▼
主
査

◎
森
本
礼
子
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
主
査
）

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
技
能
員
兼

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
技
能
員

◎
笠
垣

久（
再
任
用
）

▼
技
能
員

◎
中
村
直
行（
再
任
用
）

《
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
》

▼
副
所
長
兼
施
設
係
長

◎
木
村
義
博
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
副
所
長
）

▼
収
集
係
長

◎
山
本
克
幸
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
技
能
員
）

▼
事
務
係
長

◎
金
田
ひ
と
み（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
事
務
員
）

▼
技
能
員

◎
松
島
哲
也
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
技
能
員
）

◎
奥
村
隆
広（
新
規
採
用
）

《
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
》

▼
副
所
長

◎
稲
田
弘
行
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
浄
化
槽
点
検
係
主
任
）

▼
上
席
主
幹

◎
小
西
憲
彦
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
副
課
長

兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
長
）

▼
施
設
係
長

◎
小
山
博
文
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
施
設
係
班
長
）

▼
浄
化
槽
点
検
係
長

◎
東
阪
智
伸
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
浄
化
槽
点
検
係
班
長
）

▼
車
両
係
長

◎
竹
本
篤
史
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
技
能
員
）

▼
事
務
係
長

◎
藤
田
妙
子
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
事
務
員
）

▼
技
能
員

◎
石
田

力（
新
規
採
用
）

【
上
水
道
課
】

▼
主
幹

◎
高
橋
英
明
（
都
市
環
境
部
上
水
道
課
副
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
谷
田
雅
彦
（
生
野
支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
）

▼
会
計
管
理
者

◎
佐
藤
吉
夫
（
市
長
公
室
次
長
兼
秘
書
広
報
課
長
）

▼
次
長
兼
会
計
課
長

◎
中
島
正
代（
会
計
課
長
）

【
会
計
課
】

▼
主
査

◎
土
江

彩
（
市
民
文
化
部
税
務
課
主
査
）

▼
主
幹

◎
西
谷
由
華
子（
産
業
経
済
部
農
業
振

興
課
副
主
幹
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
書
記

◎
絹
川
文
雄（
教
育
委
員
会
事
務
局
次

《
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》

▼
主
任
調
理
員

◎
坪
内
真
澄
（
調
理
員
）

◎
村
上
洋
子
（
調
理
員
）

《
朝
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》

▼
主
任
調
理
員

◎
澤
瀉
節
子（
調
理
員
）

【
社
会
教
育
課
】

▼
課
長

◎
竹
村
洋
二（
参
事
）

▼
課
付
課
長
兼
和
田
山
公
民
館
副
館
長

◎
足
立
志
津
子（
健
康
福
祉
部
社
会
福

祉
課
参
事
）

▼
参
事
兼
図
書
館
長

◎
住
吉
茂
樹
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

参
事
兼
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
副
館
長
）

▼
副
課
長

◎
中
島
雄
二（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
上
席
主
幹
）

▼
副
主
幹

◎
青
田
真
司
（
都
市
環
境
部
建
設
課
副
主
幹
）

▼
主
事

◎
中
村

翔（
新
規
採
用
）

《
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
》

▼
主
幹

◎
垣
内
春
江
（
副
主
幹
）

【
こ
ど
も
育
成
課
】

▼
参
事

◎
川
會
宥
海（
総
務
部
総
務
課
副
課
長

（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

▼
主
幹

◎
世
木
敬
史（
総
務
部
総
務
課
主
幹（
南

但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
））

◎
小
山
幸
世
（
副
主
幹
）

《
生
野
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
石
田
裕
美
（
糸
井
こ
ど
も
園
副
園
長（
主
幹
級
））

▼
主
任
幼
保
教
士
（
副
主
幹
級
）

◎
衣
川
三
奈
子
（
主
任
幼
保
教
士（
主
査
級
））

▼
幼
保
教
士

◎
足
立
結
愛（
新
規
採
用
）

長
兼
学
校
教
育
課
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
兼
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
書
記

◎
小
笠
原
文
恵（
議
会
事
務
局
副
主
幹
）

▼
事
務
局
長

◎
中
川
繁
春
（
産
業
経
済
部
次
長
兼
農
業

振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
副
主
幹

◎
小
笠
原
徹（
農
業
委
員
会
副
主
幹
兼

産
業
経
済
部
農
業
振
興
課
副
主
幹
）

▼
主
事

◎
楠

佑
介
（
産
業
経
済
部
農
業
振
興

課
主
事
兼
農
業
委
員
会
主
事
）

▼
教
育
部
長

◎
菊
地
幸
雄（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
次
長
兼
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
館
長

◎
田
畑

基（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
兼
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
館
長
）

▼
次
長
兼
こ
ど
も
育
成
課
長

◎
北
垣
利
晃
（
教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課
長
）

【
学
校
教
育
課
】

▼
課
長

◎
金
山
克
則
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
長
）

▼
課
付
課
長

◎
小
野
糸
枝
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
参
事
）

▼
主
幹

◎
小
西
浩
司
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
人
事
交
流
）

▼
副
主
幹

◎
吉
田
裕
之（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
和
田
山
公
民
館
副
主
幹
）

◎
奥
ゆ
か
り（
主
査
）

▼
主
事

◎
西
村
良
太
（
山
東
支
所
地
域
振
興
課
主
事
）

《
生
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》

▼
主
任
調
理
員

◎
田
路
ち
え
み（
調
理
員
）

出
納

議
会
事
務
局

行
政
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局
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《
糸
井
こ
ど
も
園
》

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

◎
勝
部
祐
子
（
和
田
山
幼
稚
園
主
任
教
諭（
主
幹
級
））

▼
主
任
幼
保
教
士（
主
査
級
）

◎
福
田
有
紀
子
（
中
川
こ
ど
も
園
主
任
幼
保
教
士（
主
査
級
））

▼
幼
保
教
士

◎
井
口
達
博（
新
規
採
用
）

《
大
蔵
こ
ど
も
園
》

▼
主
任
幼
保
教
士（
主
査
級
）

◎
小
山
早
希
（
生
野
こ
ど
も
園
主
任
幼
保
教
士（
主
査
級
））

《
東
河
こ
ど
も
園
》

▼
副
園
長（
主
幹
級
）

◎
佐
藤
典
子
（
主
任
幼
保
教
士（
主
幹
級
））

▼
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
）

◎
松
田
美
保
（
糸
井
こ
ど
も
園
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
））

《
枚
田
岡
保
育
所
》

▼
主
任
保
育
士（
副
主
幹
級
）

◎
野
田
幸
代
（
竹
田
こ
ど
も
園
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
））

《
竹
田
こ
ど
も
園
》

▼
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
）

◎
上
田
千
秋
（
山
口
こ
ど
も
園
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
））

▼
幼
保
教
士

◎
森
本
有
純（
新
規
採
用
）

《
中
川
こ
ど
も
園
》

▼
主
任
幼
保
教
士（
主
幹
級
）

◎
小
田
垣
千
穂
（
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
））

▼
幼
保
教
士

◎
佐
子
文
佳（
新
規
採
用
）

《
山
口
こ
ど
も
園
》

▼
主
任
幼
保
教
士（
主
幹
級
）

◎
大
友
純
子
（
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
））

▼
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
）

◎
磯
ひ
と
み（
大
蔵
こ
ど
も
園
主
任
幼
保
教
士（
副
主
幹
級
））

《
和
田
山
幼
稚
園
》

▼
園
長

◎
岡
田
文
子
（
東
河
こ
ど
も
園
副
園
長（
主
幹
級
））

▼
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
）

◎
藤
原
奈
穂
子
（
梁
瀬
幼
稚
園
主
任
教
諭（
副
主
幹
級
））

《
梁
瀬
幼
稚
園
》

▼
園
長（
主
幹
級
）

◎
岸
本
弥
生
（
和
田
山
幼
稚
園
長（
主
幹
級
））

（
３
月

日
付
）

３１

◎
吉
岡
越
朗（
理
事
兼
総
務
部
長
）

◎
松
本
康
男（
会
計
管
理
者
）

◎
桑
田
孝
史（
監
査
委
員
事
務
局
長
兼

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
）

◎
秋
山

武（
朝
来
支
所
長
）

◎
政
次

悟（
市
長
公
室
長
）

◎
森
下
隆
之
（
都
市
環
境
部
建
設
課
・
新
病
院
担
当
部
長
）

◎
中
井
雅
治
（
健
康
福
祉
部
次
長
兼
高
年
福
祉
課
長
）

◎
梶
原
正
博
（
社
会
教
育
課
付
課
長
兼
図
書
館
長
）

◎
藤
原

仁
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
長
）

◎
田
中

久
（
都
市
環
境
部
地
籍
調
査
課
副
課
長
）

◎
井
上
富
美
子
（
こ
ど
も
育
成
課
生
野
こ
ど
も
園
長
）

◎
馬
場
紀
子
（
こ
ど
も
育
成
課
梁
瀬
幼
稚
園
長
）

◎
板
高
厚
子
（
生
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

◎
世
木
博
美
（
山
東
支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
）

◎
藤
原
恭
子（
こ
ど
も
育
成
課
枚
田
岡

保
育
所
主
任
保
育
士
）

◎
藤
原
芳
樹
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
施
設
係
長
）

◎
中
村
直
行
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
施
設
管
理
係
長
）

◎
杉
田
英
晴
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
車
両
係
主
任
）

◎
笠
垣

久
（
都
市
環
境
部
環
境
対
策
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
施
設
係
班
長
）

◎
岡
野
正
幸
（
都
市
環
境
部
下
水
道
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
技
能
員
）

◎
吉
成

勝
（
生
野
支
所
地
域
振
興
課
主
事
）

◎
神
谷

肇
（
総
務
部
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
主
事
）

◎
藤
本
守
男
（
都
市
環
境
部
上
水
道
課
主
事
）

《
派
遣
・
人
事
交
流
の
期
間
満
了
》

◎
立
川

伸（
都
市
環
境
部
都
市
開
発

課
長（
兵
庫
県
へ
復
職
））

◎
細
見
浩
史（
学
校
教
育
課
主
幹（
兵
庫

県
教
育
委
員
会
へ
復
職
））

市
は
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
市
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、行
政
組
織
の
一
部
を
改
編
し

ま
し
た
。組
織
の
名
称
や
業
務
の
担
当
部
署
の
変
更
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
課
等
の
新
設

定
住
促
進
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局

■
課
の
統
合

農
業
振
興
課
と
農
林
整
備
課
→
農
林
振
興
課

環
境
対
策
課
と
下
水
道
課
→
環
境
課

市
長
公
室

定
住
促
進
課
【
新
設
】

▽
定
住
対
策
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と

▽
総
合
計
画
重
点
プ
ラ
ン
の
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ
と

都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
の
業
務
の
う
ち

▽
空
家
活
用
の
促
進
に
関
す
る
こ
と

▽
ま
ち
づ
く
り
定
住
促
進
事
業
に
関
す
る
こ
と

▽
田
舎
暮
ら
し
・
多
自
然
居
住
支
援
に
関
す
る
こ
と

都
市
環
境
部

環
境
課
【
業
務
集
約
】

▽
旧
環
境
対
策
課
・
旧
下
水
道
課
業
務

産
業
経
済
部

農
林
振
興
課
【
業
務
集
約
】

▽
旧
農
業
振
興
課
・
旧
農
林
整
備
課
業
務

農
業
委
員
会
事
務
局

▽
農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

産
業
経
済
部

竹
田
城
課

朝
来
市
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
し
、
次
の
業
務
を
加
え
る

▽
文
化
財
の
保
護
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と（
国
史
跡
竹
田
城
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
）

市職員の人事異動

退

職

市
の
組
織
の
一
部
を
改
編
し
ま
し
た

【
平
成

年
度
】

２５

市
長
公
室

経
済
振
興
部

都
市
開
発
部

秘
書
広
報
課

総
合
政
策
課

防
災
安
全
課

農
業
振
興
課
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

農
林
整
備
課

経
済
振
興
課

観
光
交
流
課

竹
田
城
課

建
設
課

都
市
開
発
課

地
籍
調
査
課

環
境
対
策
課

上
水
道
課

下
水
道
課

■
▼

【
平
成

年
度
】

２６

市
長
公
室

経
済
振
興
部

都
市
開
発
部

農
業
委
員
会

秘
書
広
報
課

総
合
政
策
課

定
住
促
進
課
（
新
設
）

防
災
安
全
課

農
林
振
興
課

経
済
振
興
課

観
光
交
流
課

竹
田
城
課

建
設
課

都
市
開
発
課

地
籍
調
査
課

環
境
課

上
水
道
課

農
業
委
員
会
事
務
局

市職員の人事異動

事
務
分
掌
に
つ
い
て

平平成２６年４月平成２６年４月号号23

組
織
に
つ
い
て
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怪

怪

悔

悔
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

ち
ゃ
す
り
ん
賞

朝
来
市
の
名
声
を
高
め
、市
民
に
勇
気
や
感
動

を
与
え
た
と
し
て
、３
月

日
、全
国
商
業
高
校
協

１３

会
主
催
の
商
業
検
定
で
６
・
４
・
３
冠
を
達
成
し
た

県
立
和
田
山
高
校
３
年
生（
受
賞
当
時
）の
生
徒

７
人
へ
、
朝
来
市
ま
ち
づ
く
り
功
績
者
表
彰“
ち
ゃ

す
り
ん
賞
”を
贈
り
ま
し
た
。

◆
受
賞
者

【
６
冠
】

嘉
門

歳
高
さ
ん（
法
興
寺
区
）

足
立

凌
也
さ
ん（
北
真
弓
区
）

【
４
冠
】

岡
本

夏
樹
さ
ん（
和
田
山
本
町
区
）

長
谷
川

黎
さ
ん（
西
土
田
区
）

【
３
冠
】

中
島

友
裕
さ
ん（
楽
音
寺
区
）

森

和
真
さ
ん（
林
垣
区
）

山
本

誠
真
さ
ん（
枚
田
岡
区
）

※
山
本
さ
ん
は
、都
合
の
た
め
受
賞
式
を
欠
席

平
成
元
年
か
ら
冬
季
に
、児

童
生
徒
の
通
学
に
間
に
合
う
よ

う
に
と
、改
造
し
た
自
己
所
有
の

ト
ラ
ク
タ
ー
で
通
学
路
の
除
雪

を
行
い
、大
型
の
除
雪
車
が
入
ら

な
い
区
域
内
の
細
い
道
も
除
雪

す
る
な
ど
、足
元
の
悪
い
冬
季
の

区
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地

域
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤岡利榮さん
（比治区）

兵兵
庫
県
こ
う
の
と
り

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞賞

兵兵
庫
県
く
す
の
き

兵
庫
県
く
す
の
き
賞賞

朝
来
市
い
ず
み
会

平
成

年
か
ら
、地
区
公
民
館
に
出
向
き
、高
齢
者
を
対
象
に
バ
ラ

１７

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
減
塩
に
つ
い
て
の
解
説
や
調
理
実
習
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、市
内
の
保
育
所
や
こ
ど
も
園
・
高
校
で
、一
緒
に
調
理
す
る
食

育
活
動
を
通
じ
て
、食
の
大
切
さ
・
食
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
る
ほ

か
、男
性
向
け
料
理
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、食
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

内
海
せ
せ
ら
ぎ
会

平
成

年
か
ら
、地
域
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
、生
き
が
い
づ
く
り
・

１１

介
護
予
防
・
交
流
促
進
を
目
的
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
会
食
等
を
行

う「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」を
実
施
。自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
と
連

携
し
、サ
ロ
ン
を
欠
席
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
、安
否
確
認
活

動
と
し
て
訪
問
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
瀬
区
に
こ
に
こ
会

た
じ
ま
Ｊ
Ａ
女
性
会
糸
井
地
区
銭
太
鼓
グ
ル
ー
プ

平
成

年
か
ら
、社
会
福
祉
施
設
で
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
入
浴
後

１０

の
お
手
伝
い
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
展
開
。地
域
内
に
あ
る
小
規
模
多
機

能
施
設
で
、フ
ラ
ダ
ン
ス
や
銭
太
鼓
を
披
露
し
、利
用
者
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、地

域
に
交
流
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

朝
来
市

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

音
楽
経
験
の
な
い
子
ど
も

た
ち
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る「
教
育

と
し
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」と

し
て
全
国
的
に
も
珍
し
い
人

材
育
成
の
仕
組
み
を
確
立
。こ

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
学
ん
だ
団

員
が
社
会
人
と
な
り
再
び

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
導
者
と

な
っ
て
活
躍
す
る
な
ど
音
楽
を

通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
み
、市

民
の
つ
な
が
り
を
創
り
だ
し
た

功
績
は
大
き
く
、朝
来
市
は
も

と
よ
り
兵
庫
県
下
の
音
楽
文

化
を
牽
引
す
る
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

山
東
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

昨
年
８
月
に
、兵
庫
県
ジ
ュ

ニ
ア
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

但
馬
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
優
勝

し
、決
勝
大
会
で
も
優
勝
。ま

た
、他
地
域
の
チ
ー
ム
と
も
積

極
的
に
交
流
を
深
め
、練
習

試
合
や
合
同
練
習
を
通
じ
て

技
術
向
上
を
目
ざ
し
て
い
る

ほ
か
、あ
い
さ
つ
を
始
め
、礼
儀

作
法
な
ど
を
身
に
つ
け
る
場
に

も
な
っ
て
お
り
、地
域
全
体
で

の
応
援
も
あ
っ
て
ク
ラ
ブ
の
活

躍
が
地
域
の
活
力
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

但但
馬
青
少
年
本
部
長
表

但
馬
青
少
年
本
部
長
表
彰彰

【
写
真
・
受
賞
の
皆
さ
ん
】
前
列
左
か
ら
、
岡
本
さ
ん
、

嘉
門
さ
ん
、
足
立
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
、

垣
尾
教
育
長
、
森
さ
ん
、
中
島
さ
ん
、
多
次
市
長



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

平平成２６年４月平成２６年４月号号25

市民の皆さんの運動の実践や健康づくりの取り組みに対

して、ポイントを付与し健康づくりを応援します。

①ウォーキングやジョギング、体操（ラジオ体操、あさＧＯ!!

体操、いきいき体操）の実践、健診・人間ドックの受診をはじ

め、運動施設の利用、健康教室等もポイントの対象に。

②貯めたポイントは、市が指定した施設の利用助成券など

と交換ができるほか、市内のこども園や幼稚園、小・中学校

などに図書カードとして寄付できます。

◆参加対象 ２０歳以上の市民

◆申込窓口 地域医療・健康課（和田山保健センター）

本庁・各支所地域振興課

◆ポイント付与期間 ４月１日～平成２７年３月３１日

◆ポイントと交換できる施設利用助成券等の種類

よふど温泉 黒川温泉 和田山温水プール「エスポワ」

あさごふれあいプール「くじら」 とらふす道場

ローラント カーブス朝来和田山

朝来市指定ごみ袋（大）、（小）

◆ポイントを寄付できるこども園・学校等

こども園・保育所（園）

生野こども園・糸井こども園・大蔵こども園・東河こども園

竹田こども園・中川こども園・山口こども園・枚田岡保育所

やなせ保育園・あわが保育園・照福こども園

幼稚園

和田山幼稚園・梁瀬幼稚園

小・中学校等

生野小学校・糸井小学校・大蔵小学校・枚田小学校

東河小学校・竹田小学校・梁瀬小学校・中川小学校

山口小学校・生野中学校・和田山中学校・梁瀬中学校

朝来中学校・和田山特別支援学校

※事業への参加には、「参加申込書」と「アンケート」を申込

窓口に提出し、「実践手帳」の交付を受けていただくこと

が必要です。

※詳しくは、市役所窓口、市内運動施設などに設置のチラシ

または朝来市ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

◆日時 ５月１８日（日）午後１時３０分～午後３時

◆会場 あさご・ささゆりホール

◆講師 気仙沼市立本吉病院 川島実 院長
かわ し ま み の る

◆演題 「災害を乗り越え つながる地域医療」

－元プロボクサー医師、宮城県の被災地へ－

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

朝来健康福祉事務所は、正しい食習慣の定着や、栄養

成分表示等の活用を推進するため相談会を実施します。

◆日時 毎月第２月曜日（祝日の場合は翌週に順延）

午後１時３０分～４時（電話での事前予約が必要）

◆会場 朝来健康福祉事務所 栄養指導室

◆相談内容 ①難病患者等の食生活 ②生活習慣病と

合併症の食生活 ③食物アレルギーの除去食 ④介護

が必要な人の食生活 ⑤加工食品の栄養表示基準（業

者・消費者が対象）⑥健康食品等の虚偽誇大広告

⑦その他食に関する相談

【申込み・問い合わせ先】

兵庫県朝来健康福祉事務所地域保健課☎６７２ー６８６７

◆平成２６年４月１日以降、新たに助成制度を利用する

人のうち、初めて助成を受ける際の治療開始時の妻の年

齢が４０歳未満の場合、年間助成回数と通算助成期間の

限度は廃止され、通算助成回数は６回までとなります。

◆平成２８年４月１日から、次のとおり対象範囲、助成回

数が変わります。

◎妻の年齢が４３歳以上の場合、助成対象外となります。

◎初めて助成を受ける際の治療開始時の妻の年齢が４０

歳以上４３歳未満の場合、通算３回までとなります。

◎年間助成回数と通算助成期間について見直します。

※平成２８年３月３１日までは、４０歳以上の人も従来どおり

助成が受けられます。

※年齢はいずれも治療開始時における年齢で判断します

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

専門栄養相談の実施について

朝来市の地域医療を考える講演会

あさＧＯ!!健康パスポート

平成２６年度朝来市健康づくりポイント事業参加者募集

特定不妊治療費助成事業

平成２６年４月１日から不妊治療への助成の対象範囲が変わります

通算助成期間通算助成回数年間助成回数対象年齢

通算５年通算１０回
年間２回
（初年度３回）

限度
なし

現行
制度

限度なし初回４０歳未満通算６回
初回４３歳未満通算３回限度なし４３歳

未満新制度

幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

場 所内 容曜
日日月

山東老人福祉センター離乳食教室水１６
４
月 和田山保健センター８か月児健診木１７

和田山保健センター３か月児健診木２４

和田山保健センター１歳６か月児健診木１
５
月

和田山保健センター３歳児健診金２
和田山保健センター
朝来公民館

８か月児健診
こころのケア相談（予約制）

木１５

４４／１６～５／１４／１６～５／１５５

健健健康康カレカレンンダーダー



地域包括支援センターの

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター☎６７２－６１２５生野地域包括支援センター☎６７０－５２０２

こんにちは地域包括支援センターです
●地域包括支援センターってどんなところ？

地域包括支援センターは、高齢のみなさんがお元気で

暮らしていくための拠点となる機関です。みなさんがいつ

までも住みなれた地域で健やかに生活していけるよう、介

護予防から保健・福祉・医療などさまざまな相談をお受け

します。

●地域包括支援センターではこんな仕事をしています。

＊総合相談の窓口です△

高齢のみなさんやその家族、近隣に暮らす人の介護に

関する相談に応じます。ほかにも、健康や福祉、医療や生

活に関することなど、お気軽にご相談ください。

＊自立して生活できるよう支援します△

介護保険の認定で要支援１・２と認定された人は、介

護予防サービスを利用できます。△

自立した生活をしている人や支援や介護が必要となる

おそれの高い人などは、介護予防事業を利用できます。

＊みなさんの権利を守るお手伝いをします△

高齢のみなさんが安心していきいきと暮らすために、さ

まざまな権利を守るお手伝いをします。成年後見制度の

紹介や、虐待を早期に発見したり、消費者被害などの相談

に応じたりします。

＊さまざまな方面からみなさんを支えます

高齢のみなさんにとってより暮らしやすい地域にするた

め、みなさんを支える地域のケアマネジャーを支援するほ

か、さまざまな機関とのネットワーク作りに力を入れていま

す。

窓

変更前
品目ページ

出し方のポイント区分素材・用途など

中身を空にして、洗っ
て出す。食用油の缶
は不燃ごみへ。

かん類
容量4ℓ未満

（飲食用に限る）
缶Ｐ１８

中身を空にして、洗っ
て出す。

不燃容量4ℓ以上

角材…□一辺２０㎝以下
長さ２m以下

生木…φ10㎝以下
長さ１m以下に
切断して搬入

直接搬入製材、生木木材Ｐ２９

■問い合わせ先 環境課 ☎６７６－２０８１

変更後
品目ページ

出し方のポイント区分素材・用途など

中身を空にして、洗っ
て出す。1ℓを超える
もの、食用油の缶は不
燃ごみへ。

かん類
容量1ℓ未満

（飲食用に限る）
缶Ｐ１８

中身を空にして、洗っ
て出す。

不燃容量1ℓ以上

角材…□一辺１０㎝以下
長さ１m以下

生木…φ５㎝以下
長さ１m以下に
切断して搬入

直接搬入製材、生木木材Ｐ２９

■

▲

「家庭ごみの分別とリサイクルの手引き」の一部変更について
昨年４月、南但クリーンセンターの供用開始にあわせて「家庭ごみの分別とリサイクルの手引き」を作成し、各家

庭に配布しましたが、施設稼働にともない当初見込んでいたような処理ができないものが出てきました。

つきましては、缶と木材についての取扱いを６月１日から変更しますので、ご協力をお願いします。

これらの仕事を、社会福祉士・保健師・主任ケアマネジャーが協力し、それぞれ専門分野を

発揮しながら互いに連携をとり「チーム」として総合的にみなさんを支えます。
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■問い合わせ先

人権推進課 ☎６７２－６１２２

保護司とは、法務大臣が委嘱した更生保護のボランティアで、犯罪や非行をした人の立ち直り

を助けるとともに、犯罪予防の活動に取り組んで、地域の安全・安心に貢献しています。

朝来保護区では、犯罪や非行をした人も、処分を受けた後は地域社会に戻り、生活を続けていく

ため、地域の中で一日でも早く立ち直れるよう、また、地域の犯罪・非行の予防を図る「更生保護」
活動をするとともに、「社会を明るくする運動街頭啓発」などを行い、明

るくぬくもりのある地域社会の実現を目ざし、市民の理解ときっかけ

作りに取り組んでいます。

朝来保護区保護司会について人権推進課だより（70）

※上記内容（缶）でＰ７も変更になります。



№５３ 偽セキュリティソフトに注意！暮らしの情報コーナー
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・
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る
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深
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こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
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パソコン画面に「ウイルスに感染している」等と表示させ、有料の偽セキュリティソフトをダウンロードさせる手口が全国的

に報告されています。

ࣄࣄࣄ
ྫྫྫ

つ

パソコンでインターネット使用中、突然「クラッシュ寸前です」と警告表示が現れた。大手ソフトメーカーの社名が

あったので、信用して画面上の指示に従い、クレジットカード決済で、年間使用料４千円のセキュリティソフトをダ

ウンロードした。後日、確認メールが届いたが大手メーカーとは無関係の海外の業者だったようだ。不審なので

解約したい。 （４０歳代、男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

私は日本の文化に大変興味を持っており、特に太鼓が大好きです。

以前来日した際に、お祭りで太鼓の演奏を見ることがあって、それ以来

ずっと気になっていたのですが、沖縄へ行くことがあり、そのときエイサー

での太鼓の演奏を聴いて「すごい！」と思いました。これらの経験から、私も

太鼓をやりたいと決めました！

ただ、あいにくとパリでは太鼓のクラブが一つだけで、しかも会費が高く、

学生だった私には入ることができませんでした。なので、ＤＶＤを買ったり、

ＹｏｕＴｕｂｅなどで色々な演奏を見たりしました。

朝来に来て、やっと太鼓の演奏を習うきっかけができました。「和田山

虎臥陣太鼓」に入ることができたのです。

私は、楽器の演奏をするのが初めてで、あまり上手ではありません。で

も、メンバーの皆さんはすごく優しくて、根

気強く教えてくれます。本当に感謝してい

ます。毎回、練習では新しいことを学べる

のがとても楽しみです。

３月には私もデビューし、皆さんの前で

太鼓の演奏を披露しました。これからもき

れいな音で叩けるよう頑張ります。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

０空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

０事 務 所 あ ら し３車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

１詐 欺

そ
の
他

０部 品 ね ら い

１傷 害４器 物 損 壊

３暴 行０自 動 車 盗

１万 引 き０オートバイ盗

（２月末累計）０自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

１その他

２合計

７累計

９交通事故

救
急

１７一般負傷

７３急病

１６その他

１１５合計

２５８累計

（２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１３４人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

３２子ども

傷
者

２１高齢者

１５３その他

２０６合計

２０５１０９物損事故

（２月中）

vol.７ 太鼓デビュー

ウイルスを侵入させて警告表示を出させる、バナー広告から誘導するなどの方法でセキュリティソフトを購入させる手

口です。このようなソフトは本当に必要なソフトだったかどうか非常に疑わしいばかりか、かえって悪影響を及ぼす不正ソ

フト・偽ソフトである可能性もあります。無料解約期間を設けている業者もあるので、メールや電話など連絡のつく方法で

解約を申し出てください。期間を過ぎているなどの理由で解約に応じられなかったときも、購入のさせ方に問題がある場

合は取消を主張できますので、あきらめずに消費生活相談の窓口に相談してください。また、インストールしてしまった不

要なソフトは削除する、システムの復元を行うなどの方法でパソコンを正常な状態に戻してください。カード番号を入力し

てしまったことでクレジットカードの不正使用が心配な場合は、カード会社に連絡して番号を変更しておくと安心です。

平平成２６年４月平成２６年４月号号27
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新あさご百景
第27回 グンゼ梁瀬工場

大正期の設置以降、梁瀬地域の発展に深く関わっ

てきたグンゼ梁瀬工場。敷地内には、写真の本館をは

じめ歴史ある建物が残り、町の記憶を今に語り継い

でいます。

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。 問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介

こ ん な こ と あ ͬ た で ー市 民 投 稿

第46回近畿中学校バレーボール選抜優勝大会に出場 梁瀬中学校男子バレーボール部
梁瀬中学校男子バレーボール部は、１年生３人、２年生８人の合

計１１人、チームの平均身長１５９cmのとても小柄なチームです。全員

で声を掛け合い、ボールを落とさず拾い続け、スピードと連携を活か

した攻撃で相手を崩す粘りのチームです。

学校で取り組んでいる「共創」（生徒同士が仲間と共に声を掛け合

い、学校を創り上げる）を部活でも実践し、目標に向かって厳しくも、

自分たちのためになる声掛けや励まし合いを積極的に行って磨き

合っています。

チームメイト、保護者の皆さん、対戦してきた相手、学校の先生な

ど様々な方々への感謝の気持ちをしっかり持って、今の自分たちにで

きることを精一杯発揮できる大会にしていきたいと思っています。

（ ）田中美智子さん

寺谷の右岸道路沿いにある一般社団法人日本健康倶楽部和田山支部、和田山診療所。そこで支部長を

務める田中美智子さん（駅北区）が平成２５年度栄養関係功労者厚生労働大臣表彰を受賞されました。

田中さんは、兵庫県の職員（管理栄養士）として、南但全域を対象に長らく栄養指導にあたっていました。

当時はまだ栄養不足の時代であり、その状況をなんとかしたいと、昭和４５年、県を退職し、和田山に料理教

室（和田山クッキングスクール）を開設。美味しいだけでなく、目で楽しみ、食べて学び、体だけでなく、頭にも

栄養を与えるような指導を行ってきました。近年、『食育』、『食と健康』という言葉をよく耳にしますが、４０年

以上も前からこの言葉の使用をすすめてきたそうです。

その後、平成１５年、健康増進法の施行にあわせ、元気な人へ向けて食とともに健康への指導を視野にさ

らに、平成１７年の食育基本法、平成２０年の特定健診・特定保健指導など栄養に関わる法律が次 と々制定

され管理栄養士が担う役割が大きくなってきました。

現在、健診受診者に対する保健指導はもちろんのこと、子どもたちを

対象にした料理教室の開催や、お年寄りへ向けた健康教室を開くなど、

時代に応じた「食と健康づくり」に対応を続けている田中さん。また、朝来

市の特産である「岩津ねぎ」の料理コンテストでは、第１回（平成２０年）

から関わり、地産地消の必要性・重要性にも積極的に取り組んでいます。

「これまで、子どもからお年寄りまで男女を問わずさまざまな皆さんの

食を通じて健康づくりに関わってきました。今後も、関係機関と連携しな

がら市民の皆さんの健康づくりのお手伝いをしていきたいですね。」 スクールで指導を行う田中さん

管理栄養士、産業

栄養指導者、食育

インストラクター、食

育メニュープラン

ナー、全国料理学

校協会料理技術検

定試験委員、病態

栄養技術専門員、

とさまざまな方面で

活躍中の田中さん。

栄養関係功労者厚生労働大臣表彰を受賞

大会は、３月２６・２７日に大阪市中央体育館で行われ、
１回戦は突破しましたが、２回戦で大阪府１位の強豪
との対戦となり、惜しくも２回戦での敗退となりました。


